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て 

 

 

 

開 議 午前１０時００分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の３名を指名した。 

１番  澤 上   勝 議員 

２番  澤 上   訓 議員 

３番  木 村 忠 一 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（中野重男君） 

 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 着席ください。 

 

会議成立 

開議宣告 

馬場議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１５人です。定足数に達しております

ので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

  （開会時刻 午前１０時００分） 

 

 馬場議長  なお、２番、澤上 訓議員は欠席であります。 

 

会議録署名議

員の補充指名 

馬場議長  ここで、会議録署名議員の補充をします。 

 本定例会の会議録署名議員に指名されていました２番、澤上 

訓君が欠席のため、３番、木村忠一議員を補充指名します。 

 

議事日程報告 馬場議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 
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 馬場議長  日程第１、報告第２９号、専決処分の承認を求めることについ

てを議題といたします。 

 本件は、平成２９年度おいらせ町一般会計補正予算（第４号）

について承認を求める件であります。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 おはようございます。 

 それでは、報告第２９号についてご説明申し上げます。 

 議案書８ページから１１ページをごらんください。 

 本件は、既定予算の総額に１，２４９万３，０００円を追加し、

予算の総額を１０４億７，３０７万９，０００円としたもので、

１０月２２日執行の衆議院議員総選挙に係る経費として９月２

９日付で専決処分を行ったものであります。 

 歳出の主なものにつきましてご説明申し上げますので、別冊の

事項別明細書をご用意ください。タイトルは平成２９年度一般会

計補正予算（第４号）に関する説明書でございます。 

 まず、歳出の内容であります。 

 ４ページをごらんください。 

 ２款５項４目衆議院議員選挙費として、１節選挙管理委員会委

員報酬から１４節機器借上料まで、それぞれ衆議院議員総選挙執

行に係る必要経費を計上したものであります。 

 次に、歳入の内容であります。 

 ３ページをごらんください。 

 １５款３項１目総務費県委託金の衆議院議員選挙事務委託金

１，２０９万３，０００円の追加は、選挙執行に係る委託金とし

て県から交付されるものです。 

 １８款２項１目財政調整基金繰入金４０万円は、歳入歳出財源

調整として増額したものであります。 

 ５ページ、６ページをごらんください。 

 給与費明細書は、特別職及び一般職の給与費等の変更について

示したものであり、５ページ、特別職については選挙管理委員会

委員及び選挙長等の報酬を、６ページ、一般職については、職員

の時間外勤務手当を反映させたものであります。 

 以上で説明を終わります。 
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 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。３ページから４ページまでです。 

 質疑ございませんか。 

 １番、澤上 勝議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 改めて確認をしますけれども、補正の場合の専決処分、駆け込

む場合は９月２９日にしているわけでありますけれども、３０日

から発生するということで、２９日から専決処分をしたという捉

え方でいいのか、その部分。 

 それから、これは、衆議院議員の選挙でありますから、きのう

も私、期日前投票所の話をしておりますけれども、例えば設けた

場合、補助金が１００％来るのか来ないのか、その辺の見解をお

願いします。 

 それから、給与費の明細書もよろしいですか、議長。 

 

 馬場議長  ３ページから４ページ。事項別明細書のですか。（「はい」の声

あり） 

 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それではお答えいたします。９月２９日付の専決処分の理由の

ところでございます。 

 ９月２９日の日にちについては、ちょっと戻って確かなことを

調べなければ正確なことをお答えできませんが、９月２９日は閣

議決定等によって、衆議院議員総選挙が執行されることが決まっ

たことと認識しており……済みません、日にちの確かなところを

お答えいたしますので、後刻調べてきちんとしたものを報告した

いと思います。済みません。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長  お答えします。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－６－ 

（倉舘広美君）  期日前投票に係る経費の国庫補助ということでありますけれ

ども、９分の５であります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 今、補助率ですけれども、ぱっと聞いたら９分の５と言いまし

たけれども、６割。１０分の５でなく。その辺の説明もこの後、

していただければと思います。９の根拠がどこにあるのか、単純

にわからない。 

 それから、先ほどの専決処分の日にちなんですけれども、基本

的に会計が動くから早く専決、多分俺はしていると思うけれど

も、発生しているから、考え方ね。これだけでなくても、どの部

分でもそうですけれども、こういう会計に当たって専決処分して

いるということは発生主義で、発生が起きるから、金が動くから

多分専決処分していると思うんです。そうでなければ専決処分す

る必要もないと思います。その辺の見解をもう一度。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。専決処分の考え方でございます。 

 議員おっしゃるとおり、経費が発生する事由があればその日に

専決処分することになります。 

 以上です。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（倉舘広美君） 

 県からいただいた文章でありますけれども、「その整備に係る

経費については９分の５を乗じた額を承認すること」とありま

す。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ３回目ですから最後ですけれども、総金額の９分の５という意

味が、もう少し表現がわかりやすい言葉でご説明をお願いしま
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す。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（倉舘広美君） 

 期日前投票所の増設に係る経費の９分の５という解釈でござ

います。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、歳入歳出とも全款についての質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。事項別明細書

５ページから６ページです。 

 質疑ありませんか。 

 １番、澤上 勝議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ２点。補正とか補正後というのはよくわかりますけれども…… 

 

 馬場議長  スイッチを入れてください。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 三役については３となっておりますけれども、現実は２であり

ますから、これは間違いなのか、その辺の見解。 

 それから、共済費とありますけれども、これは特別、町長とか

議員の部分は何のお金が。それからその他の特別職もそうですけ

れども、共済費は何に当たるのか、その説明。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 まず、５ページの特別職の長等に３の人数でありますが、これ

は予算上、３名計上してございますので、その人数で３というこ

とで計上してございます。町長、副町長、教育長の３名分予算措

置してございますので、その人数３ということでございます。

（「共済費、共済組合」の声あり） 

 それから、共済費につきましては、４節の共済費等が該当する
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ものになります。今回の補正の中では、共済費等は補正されてご

ざいませんので、比較のところはゼロで表示しております。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 三役は３人予算計上しているということでありますけれども、

これだけまめに補正予算を組むんですから、それなりの減額をし

てもいいんでないですか、考え方、一つは。 

 それから、今の共済費については何項目と言いますけれども、

これもわかりにくい説明でありますから、わかるように説明して

ください。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 まず、長等の３人のところでございますが、あくまでも今回の

補正は衆議院議員総選挙執行に係る経費として専決処分したも

のでございますので、今の特別職の人員等はその補正には関係な

いといいますか、そことは違う部分の補正でございますので、今

回の補正の対象になってございません。 

 それから、共済費等につきましても今回の補正予算書のところ

には掲載してございませんが、例えば当初予算書であったり決算

書でありますと、きちんと全款項目節について掲載されています

ので、そこの中の共済費のところを見ればわかると思いますの

で、もし詳細のところを知りたいのであれば、企画財政課のほう

に後日来ていただければと思ってございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  よろしいですか。 

 ほかに質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから、報告第２９号について採決いたします。 

 本件は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 馬場議長  日程第２、報告第３０号、専決処分の承認を求めることについ

てを議題といたします。 

 本件は、平成２９年度おいらせ町一般会計補正予算（第５号）

について承認を求める件であります。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、報告第３０号についてご説明申し上げます。 

 議案書１２ページから１５ページをごらんください。 

 本件は、既定予算の総額に４０万７，０００円を追加し、予算

の総額を１０４億７，３４８万６，０００円としたもので、１１

月７日執行の奥入瀬川東部土地改良区総代補欠選挙に係る経費

として、１０月１０日付で専決処分を行ったものであります。 

 歳入歳出主なものにつきましてご説明申し上げますので、別冊

の事項別明細書をご用意ください。 

 タイトルは、平成２９年度一般会計補正予算（第５号）に係る

説明書でございます。 

 まず、歳出の内容であります。 

 ４ページをごらんください。 

 ２款５項５目奥入瀬川東部土地改良区総代選挙費として、１節

選挙管理委員会委員報酬から１４節機器借上料まで、それぞれ奥

入瀬川東部土地改良区総代補欠選挙執行に係る必要経費を計上

したものであります。 

 次に、歳入の内容であります。 

 ３ページをごらんください。 

 ２０款５項１目雑入の奥入瀬川東部土地改良区総代選挙委託
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金４０万７，０００円の追加は、選挙執行に係る委託金として、

当該土地改良区から交付されるものです。 

 ５ページ、６ページをごらんください。 

 給与費明細書は、特別職及び一般職の給与費等の変更について

示したものであり、５ページ、特別職については、選挙管理委員

会委員及び選挙長等の報酬を、６ページ、一般職については、職

員の時間外勤務手当を反映させたものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全款について

の質疑を行います。 

 事項別明細書３ページから４ページです。 

 質疑ありませんか。 

 １１番、西館芳信議員。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 １１番、西館です。 

 この予算書云々ということじゃなくて、この補正の原因が改良

区の選挙だったというふうなことなんですが、土地改良法という

法律が厳然とあって、そしてそれは農業者のみならず農業者以外

の人たち、例えば田んぼのそれこそ取られるお金、これが直接の

本人が払えず、相続した相続推定人ですね、そういう人たちに徴

収のあれが回っていく。あるいは事務所とか家があって、そこに

入るために改良区の設置した、本当は改良区が設置したんじゃな

くて個人個人が設置しているんですが、それを渡るためにお金を

徴収されるとか、そういうふうなことがある。農業者のみならず

農業者以外の人たちの日常生活にも微妙に反映されているとい

うふうな現実があるわけですが、改良区に対する選挙というのは

どういうふうにして行われて、どうなっているのか。そして今の

選挙が、実際に行われたものか行われなかったものか。というこ

とは、農業者以外の人たちは何もわからない。恐らく農業者の人

たちもわかっていないんじゃないかなというふうに思います。こ

の４０万７，０００円だかというお金が実際にかかった選挙はど
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ういうふうな状況で行われ、終わったんでしょうか。それをお聞

きしたいです。お願いします。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（倉舘広美君） 

 まずお答えします。 

 今回は補欠の総代が出たということで選挙になりましたけれ

ども、実は、欠員が３名でありましたけれども、２名の立候補し

かなかったということで無投票となりました。それによって、予

算は４０万７，０００円ほどとっていましたけれども、執行額は

６万６，７０６円でありました。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 本来は、定員が何名で選挙されるべきものであって、大体ボー

ダーラインというのは普通は何票ぐらいになると。有権者が何人

ぐらいいるということも知りたいです。もう少し詳しくお願いし

ます。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（倉舘広美君） 

 奥入瀬川東部土地改良区定款によりますと、第１区、これは主

に下田地区のほうの土地でありますけれども、そこの総代１３

人。第２区、主に旧百石のほうの土地でありますけれども、１７

人となってございます。 

 今回選挙になったのは第２区でありまして、１７人の総代のう

ち３名欠員になったと。欠員が６分の１を超えた場合は補充する

という規定になってございまして、１７人の６分の１ですと、割

り返すと２．８３ということになりまして３人になりますけれど

も、ことしの春の時点で既に２名の欠員が生じていました。９月

に１名の方がお亡くなりになりまして、３名欠員となったという

ことで選挙になったということでございます。 

 以上です。 

 あと答弁漏れございますでしょうか。（「有権者」の声あり）有



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－１２－ 

権者が……。申しわけございません。有権者数の資料が今手元に

ございませんので、後刻報告させていただきます。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、歳入歳出とも全款について質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。事項別明細書

５ページから６ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから報告第３０号について採決いたします。 

 本件は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 馬場議長  日程第３、諮問第２号、人権擁護委員の候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（三村正太郎君） 

 次に、諮問第２号、人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を

求めることについてご説明申し上げます。 

 本案は、現委員であります西舘あい子氏の任期が平成３０年３

月３１日をもって満了となることから、引き続き同氏を推薦いた

したく、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の意見

を求めるものであります。 

 西舘氏は、平成２１年４月より現在に至るまでの３期９年、人

権擁護委員として在籍し、積極的に活動されております。 
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 同氏は、町内の小中学校に対する人権教室や教育者としての経

験を生かしながら率先して講義を行い、また上十三地区８市町村

の全ての人権擁護委員で構成する十和田人権擁護委員協議会に

おいても子ども人権委員としてご活躍されております。人権擁護

に関する経験も豊富であるとともに、周囲の人望も厚く、委員と

してまさに適任者であると考え、候補者として推薦いたしたくご

賛同の意を賜りますようよろしくお願いを申し上げます。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本件についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから諮問第２号について採決をいたします。 

 本件は、これを適任とすることにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件については適任とすることに決しました。 

 

 馬場議長  日程第４、議案第５６号おいらせ町定住促進条例の制定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、議案第５６号についてご説明申し上げます。 

 議案書１９ページをごらんください。 

 本案につきましては、さきの議員全員協議会におきましても制

度案の概要をご説明しておりましたが、当町における定住促進及

び人口減少の抑止と活力に満ちた地域づくりを目的に、当町への

転入世帯に対し、町内全域を対象とした住宅取得等への定住促進

助成金交付制度を来年４月１日から施行いたしたく提案するも
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のであります。 

 ２０ページをごらんください。 

 第１条では条例の目的を、第２条では条例で使う用語の意味を

定めております。 

 ２１ページをごらんください。 

 第３条では対象者を定めており、第２条第５項で規定している

当町に転入して１年未満で、その以前に連続３年以上町外での居

住していた転入世帯であること。新築住宅または中古住宅の取

得、親等と同居のための住宅増築等により定住する世帯であるこ

と。地域の活性化推進への協力、言いかえれば、町内会に加入す

ること。転入前の住所地において税等の滞納がないこととしてお

ります。 

 第４条では助成金の種類を定めており、後ほど２３ページの別

表第１でご説明いたします。 

 第６条では助成金の返還について定めており、助成金交付後１

０年未満で住宅の売却、譲渡、貸与あるいは転出等があった場合

は、２４ページの別表第２に定める年数に応じて助成金の返還を

命ずることとしております。 

 ２２ページをごらんください。 

 第７条では、必要に応じて、助成金交付対象者に対して報告を

求めたり実地調査を行うことについて定めております。 

 第８条では、現在運用している地域の元気再生定住促進条例や

洋光台団地定住促進条例にも該当する場合は重複して交付しな

い旨を定めるものであり、附則においても、該当する２つの条例

について一部改正する旨、定めております。 

 施行期日でありますが、附則にあるとおり平成３０年４月１日

から施行し、平成３３年３月３１日までの３年間の時限とするも

のであり、助成金申請、助成金返還、報告、実地調査については、

条例失効後も効力を有するものであります。 

 ２３ページ、２４ページをごらんください。 

 別表第１は、助成金の種類、交付要件、金額を定めたものであ

り、大きくは基本助成金、加算助成金、親等同居増改築等助成金

の３つに分けられます。 

 １つ目、基本助成金でありますが、町内全域を共通として、新

築住宅の場合は取得費総額の１０％以内で上限５０万円、中古住
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宅の場合は、取得費総額の１０％以内で上限３０万円を助成する

ものであります。 

 ２つ目、加算助成金でありますが、地域加算助成金として百石

小学校、甲洋小学校、下田小学校の通学区域への居住で、夫婦い

ずれも５０歳未満または子育て世帯の場合は、取得総額を上限

に、新築住宅の場合は５０万円、中古住宅の場合は３０万円を加

算するものであり、子育て世帯加算助成では、町内全域共通とし

て、中学生以下の子供及び妊婦の場合はおなかの中の子供それぞ

れ１人当たり１０万円を加算するものであります。 

 ３つ目、親等同居増改築等助成金でありますが、親や祖父母と

同居するために住宅を増築等した場合は、経費の１０％で、上限

２０万円を助成するものであります。 

 なお、これら全ての助成金について、基準日である平成３０年

４月１日以後の居住から対象とするものであります。 

 また、さきの議員全員協議会でもご説明いたしましたが、現行

の地域の元気再生定住促進制度は時限到来まで運用いたします

ので、その間、類似の２つの制度を施行することになりますが、

混乱を招かぬよう丁寧な説明に努めてまいります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 １１番、西館芳信議員。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 １１番、西館です。 

 ２１ページの第３条（３）地域の活性化の推進に協力する意思

を有する者というふうな、例えばこれを判定するとか基準だとか

方法、どういうふうにこれを決定するんですか。まず１点。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 第３条第３号地域の活性化推進に協力する意思を有する者で

すが、先ほども提案理由の中で述べました。言いかえれば、町内
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会に加入している意思を持つ者ということでございます。これに

つきましては、助成金を申請する際に、町内会に加入している旨

の用紙もきちんと提出することで確認してございます。 

 なお、この項目につきましては、現在、運用しております地域

の元気再生定住促進条例の中にも規定がございまして、同じ運用

をしていく考えでございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 単に町内会加入の有無というふうなことなわけですね。これは

これでわかりました。 

 ところで町長、現存の定住促進の条例、これに関しては３１年

度までやるよということだったんですけれども、こういうふうに

して今新しいものがどんと入ってきて、２つの条例がわけのわか

らない、よほどちゃんと吟味してかからないと、わからないよう

なものが並立、併設されたということ。あと１年待てばすんなり、

普通に考えて、現存のものについて反省点がまとまって、こうい

うふうなことで新しいものを定めるよという説得できるいろい

ろな話ができるのに、今こうしてぼんとこれを出してきたという

ことは、町長は現存の条例をどういうふうに考え、そしてこうい

うふうな方法でもって上げなければならないという。緊急性とい

うか、人の命に、災害とかそういうのだったらわかるけれども、

これはもう既に一つのものが執行されていて、そしてそれなりに

時間と手間をかけてやってきている。今ここでそういうふうな緊

急性が果たしてあるのかというふうなことに大きな疑問を抱き

ます。そこを町長はどういうふうに考えていますか。 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 先般もいろいろ質問あったときにお答えしていますけれども、

現存の条例は非常に有効的に働いている部分もあります。ですか

ら、これはこれとして皆さん方、前に議論をされてやってきて、

これはやはりきちっとそのまま生かすべきだということでござ

います。 

 それから、今のものは緊急性があるのかどうかということであ
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りますけれども、新しい制度については、前にも担当課長のほう

から説明あったように、近隣市町村等も含め非常に定住促進にス

ピード感を持って取り組んでおります。ですから、私どもの町と

しても、全町適用の条例につきましてはやはり早く適用、新年度、

来年４月からスタートさせなければならないというふうに思っ

ております。 

 これは２つの併用というふうな感じで、ちょっと混乱するよう

な感じもしますけれども、先ほど課長から話がありましたように

丁寧な説明をし、ＰＲをしながら、そして混乱のないようにして

いきたいというふうに思っております。やはり待ったなしの人口

減少社会、少子高齢化の時代に入っておりますので、早いうちに

やるべきだというふうに思っております。 

 全町適用、そしてまた、この内容を見ておわかりのとおり、現

在の条例のほかに新しい条例も、それにかわったときでも見直し

が来るわけでありますけれども、そのときに一本にした場合でも

現条例のものと劣らないような感じで全町適用という感じにな

ろうかと思いますので、地域加算ということをきちっとやってお

りますので、これは全町適用でやはりおいらせ町にどんどん入っ

ていただきたいということで、緊急性ということにつきまして

は、そういうスピード感を持ってやるべきであるというふうに思

っておりますので、今回のこの条例を出させていただきました。

どうぞご理解をいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  １１番。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 町長は現存の条例の有効性というのは、しかと認識している

と。緊急性についても、ほかの町村が積極的にかかっているんだ

から、うちもやるということなんだということなんですが、そう

いうのは本来もっともっと、例えば子育てそのものとか、うちの

ほうでもしっかりとなされてきていて、その点は他町に比して競

争力が十分にある、図抜けているとまではいかなくても、それな

りのものがあるというふうに私は思っております。同じような定

住者云々ということで比べてみれば、今この新しいものが果たし

てほかとの競争力があるかどうかというのは、まことにもって疑

わしいという点があります。 
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 それから最大のものは、私よく言うんだけれども、二川目の地

葉商店、郵便局に下がっていく坂の上なんですけれども、そこか

ら木ノ下のほうがずっと見える。昭和３０年代の後半、私たちが

中学生のころ、近所の人は言いましたよ。芳信、いがんど大きく

なるころに木ノ下まで家がばあっと建つんだよと、そういうふう

なフィーリングというか予感というか、時の人たちはしたと思い

ます。実際、その後に高度成長、人口の爆発的な増大、そういう

時代を経て、そのときはまだひずみはなかったんだけれども、昭

和４３年でしたか、新産都市に八戸市が指定されて、そしてその

ためのベッドタウン化するところと、それを支えていく、言葉は

適切だかどうかわからないけれども、穀倉地帯的なところ、農業

生産のところが必要だということで、ほかのところは調整区域と

いうふうなことになった。 

 ところが、それを厳密にやったのは旧百石町だけだったんです

よ。１割が市街化区域、あとは調整区域が９割というふうなこと

で、こんなところはほかに例がなかったんじゃないですか、県内。

三沢市は全然やらない、六戸も全然やらない。旧下田町は大分緩

くですけれどもそれを受け入れたということで、そしてなおかつ

旧百石町には洋光台団地を整備しようということにしたんだけ

れども、そこの値段等がそんなに安いわけじゃなくて、どんどん

ほかに流れた。百石のまちのほうに、次男、三男、調整区域の人

たちはアパートを借りて、それから脱したいと思って、うちを建

てるときは洋光台に建てれないで、それこそ北部の方に行ったと

いうふうなことで、私たちからすれば、それこそ一川目、二川目、

浜通りの人間からすれば、そういうひずみの政策上の犠牲に立っ

て丘のほうは栄えた。私たちのところは結果的に小学校のクラス

編制もままならない。ほかのほうが仮に人口が減ったとしても世

帯数はふえると、そういうふうなことがあっても、それすらかな

わない地域になってしまったと。それを少しでも是正したいとい

うのが成田町長の気持ちだったんですよね。それを、そんなのは

今はどうでもいいと、新しいのを全くつくるというは、その否定

だと私は思っています。あのときみんなで「いいことだね」とい

うことで決めた、あれは何だったのだろうと。町長は、前のが有

効性があると。しかし今は緊急性、それなりにほかのほうに対抗

しなければならないと言うけれども、今の１年を無視してやると
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いうのは選挙目当ての総花的な政策の一つに過ぎないというふ

うに私は思います。そこまではいいとしても、ともかくそこまで

する趣旨がわからないと。町長、もう一回尋ねます。町長は、旧

定住、これを否定するというふうな気持ちが自分の中ではありま

せんか。否定していると私は思うんだけれども。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 まず、現存条例の件につきましては、先ほど申し上げたように、

非常に頑張って鋭意、有効的に使っておられる事業者もあります

ね。また、来られる方も、これについて魅力があって来たという

のは、１０件あったとすれば半分があるというふうに伺っており

ます。ですから、現存条例について否定するものではありません。

これはこれでよしというふうに私は思っております。 

 ですからこれを生かしながら、もう一つは、三沢市も３００万

云々ということ、近隣市町村も強力に定住促進についての強化を

してきておりますので、私ども町としては早く全町適用で、おい

らせ町に入ってきてくれる人はどこであってもそれなりに恩恵

を与えて、魅力あるおいらせ町に来てくださいという条例を適用

させて来てもらうということが有効的だというふうに思ってい

るところでございます。決して選挙目当てとかそういうのではあ

りません。最初から、本当はもっと早くやりたかったんですけれ

ども、いろいろな公約事項等もめじろ押しであって、それを評価

する時間がかかったようで、こっちのほうがちょっと後になっち

ゃったような感じになりますけれども、スピード感を持ってやれ

ということで指示してようやくここまで来ました。ですから、私

の公約と言えば公約ですので、町民との約束は大事にしなければ

なりませんし、これは「選挙が近くなったから目当てじゃない

か」、とんでもない、その前からやらなければならないというふ

うに思っておりました。 

 ですから、再度申し上げます。現存の条例は私は評価しており

ますので、それはそれとして認めております。しかし、全町適用

ということで、私どもの今の新しい条例はひとつご理解をいただ

いて、適用させていただきたい。１年ちょっとダブるような感じ

になりますが、その後はまた皆さん方と相談をしてやらなければ
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ならないと思っておりますので、よろしくお願い申し上げたいと

思います。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 ８番、川口弘治議員。 

 

質疑 ８番 

（川口弘治君） 

 近隣市町村の定住促進、さまざまな取り組みをしているという

ふうな、それをスピード感を持って当町でもこの条例を編んでい

きたいという説明でしたけれども、ちなみに六戸町さんの定住促

進、どのようなものがありますか。一つだけですか、それとも。

というのは、当町はこれで定住促進にかかわる３本の条例が一堂

に施行される形になるんです。他市町村との比較をよく説明に挙

げていただきますが、当町の人口がどのような状態にあるのか。

将来的には減少するであろうというふうな推計は、全国・日本、

全てにおいて減少していく、そういう予想のもとで将来の人口減

少を食いとめようと国自体がそういうふうな取り組みをしてい

くという現状ではあるんでしょうけれども、今、スピード感を持

ってと町長の答弁でおっしゃられた。じゃ他市町村の人口減少と

当町の人口減少の比較をして、また将来人口減少の比較もして、

あと土地の縛り、六戸さん、三沢さんではまた条件が違います。

そういうふうなものを加味してこの条例を進めていこうと、そう

いう基本的な考えがまずあったかどうかも含めてお知らせくだ

さい。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 まず、六戸で運用している制度の関係でございますが、議員全

員協議会のときの資料にもおつけしておりました。Ａ３の見開き

の資料に載ってございますが、六戸町では現在２つの制度を運用

してございます。 

 まず１つは、新築住宅等に対する補助であります。こちらは対

象経費の３％で５０万円の上限。それから夫婦いずれも４０歳未

満であれば若者世帯加算ということで１０万円を加算するとい

うものがございます。まずはこの一つが住宅関係の助成でありま
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す。 

 もう一つが賃貸助成であります。若者定住支援事業といたしま

して、夫婦いずれも４０歳未満であれば、あとは２年以上住むの

であれば、月額の家賃の２万円を超えた部分を補助するというも

のがございます。 

 まず、この２つを現在六戸でやってございます。 

 それから、当町の人口の状況でございますが、現在、微増であ

ります。平成２８年、平成２９年と減らずに推移してございます。

平成２８年３月末現在では２万５，０３２人だったものが、平成

２９年３月では２万５，０６７ということで、現在も減らずにそ

のまま推移してございます。ただ、他の市町村の人口が減ってい

るのか、ふえているか、そこまで厳密な比較等はしてございませ

んが、主に他の市町村では減っていると、当町は唯一微増を保っ

ているまちであるということで認識してございます。 

 当町における土地の縛り、規制等につきましては、それぞれ掘

り下げたところまではきちんと精査等はしてございませんが、今

回、定住促進助成制度を整備するに当たりましても、この制度だ

けで定住促進が完結するものとは考えてございません。常任委員

会のほうでも提言がありましたとおり、この定住促進条例は転入

者を当町に呼び込む動機づけの一つになればなというふうに思

ってございます。当然定住するに当たりましては、住宅に対する

支援のみならず子育て支援、それから教育環境、福祉施策、それ

から周辺の住環境整備、それから雇用の関係もございます。あら

ゆる分野の条件が整ってこそ定住促進につながるというふうに

考えてございます。繰り返しになりますが、今回の定住促進制度

につきましては、転入の動機づけの一つになればということで考

えたものでございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（川口弘治君） 

 近隣の他市町村との比較という分析の仕方。その前にどうして

も、今、西館芳信議員もおっしゃいましたが、当町の特徴という

か、その辺の現状の分析というふうなものがなかなか見えてこな

いんですね。ちょっと私的に残念なのは、そういう実情をよくわ
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かっている旧百石町時代から町長になられて、この土地の縛り、

何で定住が進まないんだというふうな現状を進めてきた本人が、

このような先ほどの答弁の内容で公約的なものを前回挙げてき

て、条例的に出したいという話。ちょっと私的には、町長の言葉

で、合併をして人口は微増で、でも、ふえている原因というのは

どこにあって、将来的には減少するであろうというふうな予想を

されておりますが、そのバランスがどういう現象を起こしている

か。それはよくご存じなはずではないでしょうか、町長。地域再

生元気、前町長が出した定住の目的は、全協でも私質問したと思

いますけれども、まず別物ですね。バランスのいい現象している

地域限定で、特に小学校学区に定住を促進するという、これは土

地の都市計画等でもいろいろ取り組んできたけれども、定住云々

じゃなくてなかなか家を建てられないんですよ。そういうバラン

スが悪い当町の実情というものはどのように分析されてこの条

例に反映されたか、もう一度ご説明お願いします。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 家を建てたくても建てれない状況等の分析です。それから当町

で人口が減らずに微増している状況等、きちんとした分析等まで

はしていないのが実情であります。 

 ただ、聞いてくる声の中には、当町は子育て支援とか大変充実

していると、子育てに優しい町であると、そういったお母さん方

の声も聞いております。それから、近隣の市に比べて地価が大変

安いと、住みやすい。さらには病院であったりスーパーであった

り、ふだん生活する上で便利なものが大変整っている、そういっ

た声を聞いてございます。 

 土地利用のところにつきましては、現在、地域整備課のほうで

土地利用の見直し等を進めてございますので、そちらとも関連し

ながら定住促進のほうを進めていく格好になろうかと思ってご

ざいます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  町長。 
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答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 今、課長が答弁したように、詳しい分析はしていないのが事実

であります。そこでバランス的な、いろいろ川口弘治議員のお話

ももっともなところがあります。 

 まず、我が町の最大のネックは土地利用ですよ。この調整区域

に入っているということで、一川目、二川目のほうは全然建てら

れない状態にある。それを何条とかというので、道路から何メー

ターのところまでは建てれるようにしたわけです。これは東北初

の外した経緯があるわけですが、この土地利用は、市街化調整区

域、市街化区域というような、百石町地域というのはもうがっぽ

り入っているわけですね。旧下田側のほうは無指定の白地のとこ

ろがあるということで、また条件が三沢市の南側にありますか

ら、土地が安いということでそこにどんどんふえてきた。ふえて

きたのはそっちだけです。旧両町というか、それは減っています

よ。これは何がという一番の原因は土地利用ですよ。これを何と

してもやらなければならない、外さなければだめだということ

で、今、都市計画マスタープラン、いいところまで来ました。ち

ょうどタイミングがいいんです。西館芳信議員が委員長をやって

まとめていただきました。これは何としても時間がかかりますけ

れども、大体めどがついてきているということで、そういったこ

とで我が町の土地利用は私どもの手でやると。そういったときに

どこを外して、どこにうちを建てれるかと、スピード感を持って

やれるわけです、今度は。自分たちのまちづくりを都市計画の審

議委員会のほうで審議しながらやれるわけですから、そこに持っ

ていかなければならない。とにかく我が町は、個性的な町、魅力

的な町はできないと思っていますし、そこに人がふえてこないと

思っています。ですから、本当は知ってのとおりイオンモール周

辺、６丁目のほうまでどっと建てれるようにしたいですよ。なか

なか厳しい。これ厳しいの。もう西館芳信委員長は一番わかって

いるはずです。皆さん方もですね。でも地道な努力でかち取って

いきましょう、それは。かち取るという言葉は適切でないかもし

れません。それが一つの人口増のこの周辺になります。 

 ですから、そういったことで規制がかかっていたために、どん

どん洋光台団地を三村輝文のときにつくらなければならない羽

目になっちゃった。それは事実で聞いていますから、それで今の
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も規制があって、今度は規制のない北部のほうにというふうに、

そういったことでどんどんバランスが崩れたような形で家がふ

えて、向こうのほうが小学校も増築しなければならない、こっち

は減っているという、バランスが非常に崩れています。そういっ

たことでございます。 

 話はあちこち行きましたけれども、各分野にわたってのまちづ

くりをして魅力あるものにしていくことによって、おいらせ町に

どんどん入ってくると思っております。その一つの、さっき課長

が言ったように、それこそ働きかけの、気づきというかきっかけ

になればいいなというふうな感じで思っており、やらないよりは

やったほうがいいです。全町適用ですので百石小学校区も適用に

なりますから、そういった地域加算も出てきますからね。みんな

聞いていると、「ああよかった」というふうな声、「そうなるとい

いですね」という話は聞こえていますから、これは早くさせてい

ただきたい。 

 １年ダブると、これはちょっと申しわけないんですけれども、

少し我慢していただいてやっていきましょう。そしていずれは減

ります、人口がね。日本全体が人口が減っていきますから、それ

をできるだけ抑えるように早目早目に手を打っていく、これが求

められていると思いますので、ご理解を賜りたいと思います。 

 

 馬場議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（川口弘治君） 

 町長の思いは当然……。若干残念なところを、申しわけないん

ですが、正直に言わせてもらえば、企画課長の説明の中、この条

例の担当は企画ということになりますが、町の都市計画等も含め

た将来像を、先ほど町長がおっしゃたように、今、県にマスター

プランを提出をする。ただ、そのマスタープランの、将来的には

町全体の都市計画として均衡ある発展を目指すという意図が、こ

れは長年町長が考えて県なり国に訴えてきた、そういう姿は私も

見てきました。それと、長年町長をやられて、政治家としてそう

いうふうな取り組みをしてきた町長にしては、この条例は将来の

おいらせ町の人口、定住を求める姿としてはなかなか点がつなが

っていないなというふうな、私そういう印象でいる。いろいろお

聞きしているんですが、なぜもっと都市計画等も見据えて、また
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今まで培ってきた経験とかそういうふうなものを見据えて、もっ

と現状と問題を将来的に発展できるような将来像を組み込んだ

ような条例の形にできなかったのかなと、正直それが残念でござ

います。 

 個別にこの条例に対しては、全協のときも申し上げましたが、

このものに対してどうのこうのということは私は、入ってこられ

る町民にとっては非常にいいものであるというふうには思いま

すので、これ一つ見ればですね。ただ、全体的にもっと経験の深

い町長であれば、１０年、２０年、もっと先を見たそういうもの

での定住の条例、その辺の話を聞けるのかなと思って質問いたし

ましたが、残念ですけれども、これ以上多分答えは出てこないと

思うんですけれども。 

 ただ、当局側に、それぞれ担当課は担当課でいるでしょうが、

全体的な庁議とかいろいろな会議で調整してあると思いますが、

そういうときのそれぞれの情報共有、また町全体での利益につな

がるようなものであれば、そういうものによって作戦的なもの、

これはやっぱり現状、副町長がいない部分も影響しているのかど

うかわかりませんが、一つ一つそれぞれ皆さんがやられているの

であれば、ちょっと町の利益につながらない部分も、将来的な部

分ですね、そういう印象があるんですが、課長から、今後これが

どなたがリーダーをとって、どういう会議しているかわかりませ

んが、今回の場合も、地域整備課のほうの都市計画の土地のそう

いう現状ももっと理解した上で、また考えた上でこういうものを

進めていく、そういう答弁が欲しかったんですが、課長、今後ど

うでしょうか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 川口議員おっしゃることも当然のことでございます。 

 現在、役場の中には庁議という会議組織がございます。こちら

のほうは三役と全課長で組織されるものです。役場の中のさまざ

まな物事を決める最高の意思決定機関になってございますが、そ

れ以外にも各施策、各分野ごとにそれぞれの所管課が事務局とな

って進めている会議もございます。 
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 今回、定住が課題といいますかテーマとなってございますが、

定住そのものは大変間口が広い、切り口も大変広いものでござい

ます。 

 今回、定住促進制度につきましては、企画財政課が所管して提

案した形になってございますが、定住そのものは、住宅に対する

支援のみならず、土地利用であったり福祉であったり、雇用の関

係、さまざまな分野に広がっておりますので、今後の整理になり

ますが、定住をメーンにした関係課の会議体、そういったものも

必要になってくるものかなというふうに思ってございます。今後

の検討課題ということで受けとめさせていただきます。ありがと

うございます。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 私からも川口弘治議員に申し上げさせていただきたいことが

一つございます。 

 まさに、今、川口議員がおっしゃったように２０年、３０年先

の将来を見据えてという言葉を使いました。今の時代は５年先も

わからないような状態です。ですから、将来像を描くことはでき

ます。どんどん変化します。世界、国、全てが変化、経済もです、

変化してきますので、まずは今の条例をやらさせていただいて、

これも５年なら５年のスパンでいいのかもしれません。しかし短

くということは、時代の変化が余りにも激し過ぎるんですよ、動

きがね、昔と違って。「十年は一昔」なんていうものじゃない、

「一年一昔」なんていうことも、いろいろなことの政策がね。政

権がかわります、政策が変わりますから、そういったことで今の

条例も将来を見据えつつの定住、おいらせ町の人口を減らさな

い、ふやしたい、その目標は将来にわたってそのとおりでありま

すけれども、まずは足元の短い期間で３年という部分になります

けれども、現存の条例と洋光台の条例とそして新しい条例、この

３本柱をきちっとしておいらせ町に来てもらう政策をまずはや

っていくと。そして次の何年かたてば、また変化したら、その中

身を変えて変化させる、改善すればいいと思います。次の時代に

またこうしたほうが、「いやいや、３００万ずつやったほうがい

いよ」となる可能性もありますけれども、そのときにはそのとき
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の人たちが考えながら変化させるべきと。可変の部分でありま

す、ここの部分はですね。そういったことで、現在の今の条例に

つきましては、ひとつ川口議員にはご理解をいただきたいという

ふうに。将来を見据えるのは同じです。考えは同じだと思ってい

ます。 

 

 馬場議長  １４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 質問する気はなかったんですけれども、今の町長の話を聞いて

質問したいと思います。 

 総務文教常任委員会にこの案件が議案としてかかりました。そ

のときには年齢区分とか金額とか、大分違っておりました。現在、

３０年度まで定住促進の条例があるじゃありませんかと。なぜあ

と１年待てないんですかと。同じ町内に定住促進でありながら、

一方においては金額が違う。今度新しくできる対象区域は金額が

安い。町民が納得しますかと。私は常任委員会で言いました。こ

の条例案であれば松林は反対しますと、町長に言ってください

と、はっきり私はお話ししました。そしてその結果、大分修正し

て、再度提案しました。そしてきょうは修正案も出てきて我々も

議論いたしました。町長選挙も近いものですから、余り議会を混

乱させたくないと思っておりますのできょうは賛成をいたしま

す。私どもは三村町長の胸を借りるつもりで、今、町長選挙を戦

っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 さて、公約と町長はお話ししました。そのことについてお話を

いたします。 

 先ほど西館議員が言いました、「選挙目当てでありませんか」

と。そう言われても仕方がないような議案の提案、提出でありま

す。町長は、公約ですからやらなければならない、全員協議会で

もそのことはおっしゃいました。きょうもそのことをおっしゃっ

ております。だとすれば、町長は北部地区の下水道整備を進める、

これに共感して応援した方、私も聞いております。何人かいます。

そのことは財源がかかりますから仕方がないとしても、例えば木

ノ下消防団第５分団跡地の改良問題、これはなかなかやらない。

あと１，５００万あればできるんです。 

 先ほど澤上議員が質問しておりましたけれども、三役の給与を
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予算計上しています。おかしいではありませんか。もう３月で町

長、任期が切れるんです。私は提案しないと思っていますよ、副

町長は。だとすれば減額をして、そちらのほうに回して公約を実

現する、それが町長の政策実行ではありませんか。私はそう思い

ます。片方は公約だからやります。片方は、そういうふうな裁量

すればできるにもかかわらずやらない。そういう町長の公約の実

現、もう一度お伺いしたいと思います。 

 

 馬場議長  町長。 

 

答弁 町長 

（三村正太郎君） 

 あの公約は約束ですから、守らなければなりません。それから

また重複しますけれども、先ほどの新しい定住促進のは、もっと

早くやりたかったんですけれども、２年前からやれればよかった

んです。もっと効果が出たかもしれません。遅くなったのは、い

ろいろ事務的な量が多過ぎるものですから遅くなりました。 

 公約を、こっちはやってこっちはやらないとか云々と言ってい

ますけれども、道路問題についてとか、整備の木ノ下の交差点の

ところは、これはこの間、澤上議員にも答弁したように、やるこ

とに計画の中にはなっていますので、少し時間をかしていただき

たいということで言っていますので、間違いなく新年度はやらせ

ると思いますので、その点は公約がどうのこうのというよりも、

そういうふうにやるということになっていますので、担当課のほ

うからも聞くと、即やりたいなと思って、やれないのかというふ

うな感じになりますが、やっぱりいろいろな財政のこともありま

すし、順番もあります。さまざまなものがあって、全体の中での

判断で来年度になりますけれども、決して公約違反のことではあ

りませんので、やるのはちゃんとやるように手続を踏んでいます

ので、その点は松林議員も町長をやった経験者でございますの

で、こうやったからすぐ云々というふうにはいかないというのは

おわかりのことだと思いますので、ご理解をいただきたいと思い

ます。公約したことはできる限り守っていきたいというふうに思

っております。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 
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答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 先ほど三役の給与のところでご質問がありましたので、補足と

いう形で答弁したいと思います。 

 補正予算につきましては、事由がなければ補正しないというこ

とになりますので、今回の補正につきましても三役等のところは

補正の事由に該当しないので、このままということでご理解をい

ただきたいと思ってございます。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 余り話する気はないです。ただ、町長、耳ざわりのいい話は余

りしないほうがいいと思いますよ。期待が大きい反面、失望も反

感も多くなると思います。多分、北公民館においてもリップサー

ビスにおいて話したと思いますけれども、北部地区の方々が「お

っ、町長やるんだな」という期待感を持って話をしておりますの

で、その辺は十分気をつけてこれからも挨拶していただきたい

と、こう思います。 

 また今、企画財政課長、前にも平野議員が言っていますけれど

も、金があったら効率的に使えと言っているでしょう。だったら

副町長の給与、ここまで引っ張ってくる理由が私はないと思いま

すよ。もう提案しないですよ、町長は。あと３月までしか。もう

そう断言していいと思います。ですから、副町長の給与を減額し

て町長の公約に回したほうがいいではありませんか。私はそう思

います。 

 あの５分団の屯所の跡地、渋滞すごいんですよ。待ち時間が長

いんです。そのことは澤上議員も髙坂議員も私も、何度もこの議

場でお話ししているんですから。町長の公約でしょう。だったら

任期中にやったら、「はい、見ましょう」と言ったら、町長はや

っぱり実行力があるなと評価を受けますよ。今のままだとすれば

口先だけの町長だと、こう言われても仕方がないと思います。そ

ういうことで、公約は確実に、実行できるものは実行してくださ

いということをお願いして質問を終わります。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ありませんか。 

 ３番、木村忠一議員。 
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質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 助成金交付の条件についてお伺いしたいと思います。転入して

から１年以内ということでありますが、１年を経過して交付金を

もらえない方はあったでしょうか。お伺いしたいと思います。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 現行の元気再生定住促進制度のことかと思いますが、現在まだ

来年度までの時限の中で運用しておりますので、そういう事例が

あるかどうかまでは把握してございません。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（木村忠一君） 

 後日でもよろしいので、教えていただきたいと思います。 

 

 馬場議長  ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番、平野です。私は１点確認をしたいと思います。 

 この議案についてはいろいろ質問がありますけれども、議員全

員協議会でも意見交換をして、私は理解をしてもらっているんじ

ゃないかなと思います。 

 そしてまた、今までの現行の条例、これについては学区を指定

して、甲洋小・下田小学校の児童数が激減しているという状況の

中で、議会の中でいろいろな議論がありましたけれども、まずは

やってみようというふうな形で成田町長のときにスタートした

ということで、今この新しい条例については、喫緊の課題として

百石小学校の児童も激減しているというふうな現状を見るとき

に、やはり新しい形での適用も、他の自治体との対比、そういう

ふうなものをしたときに、まことに時宜を得た提案じゃないかと

いうふうに私は理解するものです。 

 この条例の中で、２４ページの確認ですけれども、子育て世帯

加算助成金の中に「中学生以下の子ども及び胎児」とありますけ

れども、胎児というのは多分妊娠している方が対象になると思う

んですけれども、例えば出産ができなかったとか、そういうふう
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な場合の対応はどういうふうになるんですか。この１点をお聞か

せいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 申請時点においておなかの中に子供がいる場合は、その子供を

１人当たり１０万ということで助成するものであります。 

 その後、ちゃんと生まれたかどうか、そのときの結果までは考

慮してございません。申請時点で妊婦さんであれば、おなかの中

にいる子供１人当たり１０万という形で差し上げるものでござ

います。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 これは１年経過が基本的な要件になっていると思うんですけ

れども、そこに定住するという。１年を定住するというふうなこ

とからいきますと、実際に戸籍上に名前が載らなくても対象にな

るというふうなことで理解をしていいか。やはり出産されたもの

を確認して補助の対象にしていくんだというふうなものなのか。

ただ妊娠中だというふうな確認がとれれば、こういう形で１人当

たり１０万円を助成していくというのは、私はちょっとどうかな

という思いがあって、いま一度もう一回確認をお願いします。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 おなかの中にいる子供が生まれるタイミングとまた住宅に住

むといいますか、おいらせ町に転入してきて住宅に住むタイミン

グがきちんと合えばちゃんと事実確認といいますか、戸籍上にき

ちんと表示された形で、子供の数もきちんと数えて交付すること

ができますが、その辺、現実としては難しい場合もあります。ケ

ース・バイ・ケースがございますので、申請時点でのお母さんの

おなかの状態といいますか、おなかの中に子供がいるのであれば
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胎児１人当たり１０万という形で考えているものでございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 いや、私が言うのは、その時点で確認するのは、例えば手帳と

かそういうふうなのがありますから確認はできるわけですけれ

ども、子供が生まれなくても妊娠したものが確認されて申請がな

されれば１０万円を支給するんだと。じゃ、この交付の返還を命

ずる条件とすれば、助成後の年数３年、それから５年、７年とあ

りますけれども、これから言ったら、私は返還に当たるんじゃな

いかなというふうな気もしますけれども、確かに定住することが

確認されれば、所期の目的か達成されたというふうな形で確認は

できると思います。それに伴って人口の増にもつながるという形

でこれが条例化しているわけですから、そういうふうな意味では

確認の仕方が非常に曖昧だなというふうな、やはりきちっとした

形で示しておいたほうが、これから施行するについてもです。少

なくとも担当課でこういうふうな考え方ですと、職員全体で聞か

れたときに私は説明できないと思いますよ。今、統一しておくべ

きだと思うんですけれども、課長、課長の説明だと、いや、流産

してももらったものはいいんだというふうな、私は逆に言えば理

解をするんですけれども、それでいいんですか。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 平野議員ご心配するところもごもっともなところもございま

す。しかしながら、現行の元気再生定住促進条例と同じような運

用の形を考えておりますので、妊婦さんに対して、妊婦さんのお

なかの中にいる子供に対して１０万ずつ助成する形で進めてい

きたいと考えてございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 
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 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 １１番、西館芳信議員。 

 

質疑 １１番 

（西館芳信君） 

 いや、討論に入る前に、議事進行上で議長に確認したいんだけ

れども、今当然討論に入るわけですけれども、この後、討論やっ

て、賛否とる、議決する、その表決の仕方について、全く変わり

なく。表決の方法について聞いてほしいと思いますので、そこを

ひとつよろしくお願いします。 

 

 馬場議長  表決につきましては、基本的には起立表決ということになろう

かと思いますけれども、反対討論があればということになろうか

と思いますが、時間も１時間３０分経過しておりますので、ここ

で暫時休憩したいと思います。 

 １１時４５分まで休憩します。 

  （休憩 午前１１時２６分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午前１１時４５分） 

 馬場議長  これから議案第５６号について討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 １１番、西館芳信議員。 

 

討論 １１番 

（西館芳信君） 

 簡単に、反対の立場から討論いたします。 

 町長は、現行の条例が有効的だというふうにはっきりと認めて

いると。それから人口のいびつさは土地利用から来るものだとい

うふうなことを言いながら、今より全町的に、薄いながらも同じ

ような補助というか、裏づけのあるこの政策を進めようとしてい

るところには矛盾がある。 

 それから、あと１年たって、現行の条例がどのように評価され

るのか。みんなでそれを論議して、じゃ次はこういうものにしよ

うということを反省、あるいはいいものは認める、そういう立場

から新しいものをはっきりつくり出していくというのが道筋で

あると思いますから、どうもその辺考えると、今のこの条例の出

し方は拙速に過ぎないかというふうな思いがありますので、反対
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いたします。 

 

 馬場議長  反対の討論がありましたので、次に、賛成の立場での討論、発

言を許します。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

討論 ６番 

（平野敏彦君） 

 議案第５６号に賛成する一人として、今の反対がありましたの

で賛成討論させていただきます。 

 私も議員になって、現行制度については成田町長時代、議会で

いろいろ議論をいたしました。甲洋小学校学区、下田小学区、児

童数が減っている。その対応として時限立法でやろうというふう

なときに、まずはやってみようというふうな議会が総意としてス

タートしたわけです。 

 その後、この学区については土地利用、さまざまな規制もあっ

て、今現在、住宅が甲洋小学校区にも結構建ってきました。これ

も一つの制度のおかげだと思っています。今この制度がようやく

効果が出てきて、さらに今、喫緊の課題で百石小の児童数が減っ

ているという現状を踏まえたときに、今の定住促進条例は全く時

宜を得た提案じゃないかと私は理解をしております。確かに重複

する期間があります。それはそれで、今の現行制度、これがこの

地域については継続されるわけですから、不利益を与えるもので

も何でもない。全町的に今の新制度でカバーしていくというふう

なことは定住促進にもつながるし、私は反対する意味合いという

のは理解できません。そういうふうな意味では、ぜひ本案につい

て、議会の総意として私は賛成をしていきたいし、自分たち議員

として今まで総務文教民生委員会でも議論してきた、そしてま

た、議員全員協議会でもいろいろ説明し、討論してきた。その中

で今のような反対の意見であれば、１年待ってとかそういうふう

なものを提案をして議案提案を見送るようにするべきではなか

ったのか。それがこの２回の機会があったときになぜ出てこなか

ったのか。今になって反対というのは私は全く理解に苦しむ。そ

ういうふうな意味では、ぜひこの定住条例の設定について進めて

いただきたいというふうなことを込めて賛成といたします。 

 

 馬場議長  ほかに討論ありませんか。 
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 １２番、西舘秀雄議員。 

 

討論 １２番 

（西舘秀雄君） 

 １２番、西舘秀雄です。 

 同じく６番議員とともに賛成の立場から討論をいたしたいと

思います。 

 今定例会、多くの議論があって、また全協でもそれぞれ議論が

あったことと思います。その前の常任委員会においては、担当課

長及び担当職員から詳しくるる説明を受けて、またその中で委員

の多く、ほぼ全員に近い意見・提言というのがございました。そ

れを踏まえてまた持ち帰って、再度常任委員会を開催をして、説

明を受けて、全ての委員とは言いませんが、多くの委員が賛成と

いうかよしとしたと私は理解をいたしておりまして、そのときの

担当課及び担当職員を私は高い評価をしたということも発言を

いたしております。 

 ですから、今後、常任委員会のあり方、常任委員会の権限とい

うのがどこまであるのか、これをさらに議員の方々と多くの議論

をしていきたいと思います。例えば今定例会に上程されるという

ことは、常任委員会ではもうわかっておりました。ですから委員

の方々が上げない方法というのは、動議を提出して委員会採決を

して反対が多ければ上程できなかった、そういう手法というのも

あるんです。ですから、一から原点に戻って議員の方々もさらに

勉強していかなければいけないと思います。 

 以上で賛成討論を終わります。 

 

 馬場議長  ほかに討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 本案については異議がありますので、起立によって採決したい

と思いますが、これにご異議ありませんか。 

 １１番、西館芳信議員。 

 

 １１番 

（西館芳信君） 

 今、こういうふうにして賛成・反対討論あったということで、

この件に関しては議員それぞれ立場があるかと思います。例えば

地域性とか全体を見てこうあるべきだと判断する人。あるいは、

町長の提案することだったら、まずそれに従いたい、あるいはそ
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うしたくないというふうな、いろいろな思い入れがある。しかし

私としては、常任委員会で云々という、本会議至上主義の地方議

会で云々というのもあるし、だから表決の方法について提案いた

します。 

 投票ということで、はっきりとした記録に残したいというふう

な思いがありますので、お願いします。 

 

 馬場議長  投票ということですか。（「はい」の声あり） 

 起立により採決をしたいと思いますが、これにご異議ありませ

んかということで確認したところ、異議ありと、投票を希望する

と。 

 

 １１番 

（西館芳信君） 

 これは私ははっきりと、文章には明示されていなくても、選挙

の中の一つだと思いますよ。今、そういうふうないろいろなこと

があるから、私たちの思いを確実に自由に秘密投票すると、それ

を保障するのが優先されるべきではないですか。だから私はさっ

きもこのことを確認したし…… 

 

 馬場議長  １１番、西館芳信議員が希望するのは記名投票ですか、無記名

投票ですか。 

 

 １１番 

（西館芳信君） 

 無記名投票です、当然。無記名で、自由に、秘密投票。 

 

 馬場議長  はい、わかりました。 

 ほかに起立によっての採決に異議のある方はおられますか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  ２名以上の要求がなければ、起立によって採決をいたしますの

でご了承をいただきたいと思います。 

 議案第５６号、おいらせ町定住促進条例については、原案のと

おり決定することに賛成の方はご起立を願います。 

 

 （議員席） ＊＊賛成者起立＊＊ 

 １１番 

（西館芳信君） 

 いや、今諮っていないんじゃないの。ちょっと待って、ちょっ

と待って。表決の方法について、議長諮っていないでしょう。ほ

かの人、動議、これについて賛成ありますか、反対ありますかと
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いうことで。 

 

 馬場議長  いや、先ほど諮りました。ほかに起立による採決に反対の方は

おられますかというふうに確認したところ、おられないので、反

対の方は１名のみなので起立採決をすることに。 

 これは議長権限でございます。その結果、起立多数と認めます。 

 したがって、議案第５６号は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  お昼により、１時３０分まで休憩します。 

  （休憩 午前１１時５６分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 １時３０分） 

 馬場議長  ここで、企画財政課長より、午前中の１番、澤上 勝議員から

の質疑について答弁漏れがあり、答弁したいとの申し入れがあり

ましたので、これを許します。 

 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 議長のお許しを得て答弁したいと思います。 

 報告第２９号、おいらせ町一般会計補正予算（第４号）の専決

処分のところで、９月２９日付の専決処分の理由について答弁で

きなかった旨のところでございます。 

 調べましたところ、衆議院解散されたのが９月２８日、同日付

で閣議決定をして選挙執行日が決まりました。 

 よって、翌日の９月２９日から選挙執行に係る準備が発生する

ということで、準備経費に充てるための補正予算を専決処分した

ものであります。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  日程第５、議案第５７号、おいらせ町職員の育児休業等に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（倉舘広美君） 

 議案第５７号についてご説明申し上げます。 

 議案書の２５ページから２７ページをごらんください。 
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 本案は、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正に伴

い、非常勤職員について子が２歳に達する日まで育児休業をする

ことが特に必要と認められる場合などを条例で定めるため、提案

するものであります。 

 主な改正内容を申し上げますと、非常勤の育児休業について、

保育所等における保育の利用を希望し、申し込みを行っている

が、保育所等に入れないなどの場合には最大１歳６カ月に達する

日まで育児休業を取得できるとしていたものを、２歳に達する日

まで取得できる旨を規定するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５７号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第６、議案第５８号、おいらせ町一般職の職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（倉舘広美君） 

 議案第５８号についてご説明申し上げます。 

 議案書の２８ページから４９ページとなります。 

 本案は、今年１０月１０日に行われた青森県人事委員会勧告に

準じて、職員の給料月額及び勤勉手当の改定等を行うため提案す
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るものであります。 

 主な改正内容を申し上げますと、２９ページの第１条は勤勉手

当の支給割合に係る総額を０．１５月分引き上げるものでありま

す。また、給料表の改定は、職員の給料月額を平均０．２％引き

上げるものであり、本年４月１日から適用するものであります。 

 次に、４８ページをごらんください。 

 第２条につきましては、勤勉手当の総額を本年度と同額とし、

支給割合を改定するもので、平成３０年４月１日から適用するも

のであります。また、あわせて、行政職給料表の職務の級の見直

しを行うものであります。 

 新旧対照表の１２７ページをごらんください。 

 現在、給食センター所長は学務課長が、阿光坊古墳館館長は社

会教育体育課長が兼務し、それぞれの施設に所長補佐、館長補佐

を配置しております。一方、町民課に子育て支援室、環境保健課

に健康長寿推進室を設置し、それぞれ課長補佐級の室長を配置、

本課の課長の指揮監督のもとに業務を行っております。 

 所管課長の管理監督のもと出先機関の事務を担当し、現場の取

りまとめ役をする者として、所長・館長を配置し、子育て支援県

室長、健康長寿推進室長と同様の格付とするものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 １４番、松林義光議員。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 きのうも一般質問しましたけれども、今、確認したいんですけ

れども、総務課長が、所長・館長を加えると。これは課長級に当

たるのかどうか。ちょっと詳しくわかりませんけれども、今は課

長は何級なんですか。この所長・館長は課長級に当たるのかどう

か、まずお伺いします。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長  お答えします。 
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（倉舘広美君）  課長級は５級に該当します。補佐級は４級であります。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 きのうの一般質問、私は管理職の所長を置くべきだと考えま

す。きのうはストレートに所長を置きますと答弁があったもので

すから、課長級の所長を配置するんだなと、こう思いました。 

 きのうの答弁は、所長は４級ですか。管理職である所長は課長

級だと思ってきのうは聞いていましたけれども、もし答弁がそう

であれば次の質問もあったんですけれども、新学校給食センター

には課長職の所長を置くのかどうか、もう一度お聞きします。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（倉舘広美君） 

 お答えします。 

 ４等級に該当する所長を配置し、学務課の課長の指示監督のも

とに仕事を行うと。あくまでも施設の事務の取りまとめ役という

立場でございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  １４番。 

 

質疑 １４番 

（松林義光君） 

 皆さん、教育委員会も役場でも、新聞等々、テレビなどで報道

されております。給食がまずいとか、金属の破片が混入している

とか、食中毒、全国各地からいろいろな問題が発生しております。

これはそういうふうな事故があった場合、要するに最終的には現

場にいる所長ではなくて――管理職ではないですよね、あの所長

は。管理職手当もつかない、そういうふうな立場にいる方だと思

いますけれども、そうしますと、最終的な判断、指示は現場にい

る所長ではなくて責任がある教育長、学務課長が行うということ

になろうかと思いますけれども、２，３００食余りですか、新年

度から。なぜ管理職の所長、責任のある所長を置かないのか私は

ちょっと疑問であります。兼務、いろいろな問題が発生している

んですよ。やっぱり責任あるポストの人を学校給食センターに配
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置すべきではありませんか。 

 所長も一応聞きますけれども、所長は手当がつくんですか、つ

かないんですか。それもあわせてお伺いします。 

 

 馬場議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（倉舘広美君） 

 昨日の答弁において私の説明不足がありまして、松林議員に誤

解を与えたことに対しまして、大変申しわけなく思ってございま

す。 

 あと、それから、きのうの答弁では、専任の職員という表現を

いたしました。管理職という表現はしておりませんでしたので、

松林議員とその辺の食い違いがあったと思います。大変申しわけ

ございません。 

 あと４級でありますので、管理職手当はつきません。一般の職

員と同じ、時間外になれば時間外手当を支給するという形になり

ます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 現場をまず統括する所長という形になります。その上に、私の

ほうが学務課長でいるという形になりますので、食中毒等の大き

い事故が発生した場合の危機管理体制という形になりますけれ

ども、第一にまず状況を判断して、栄養士とあと所長のほうが、

今現在副所長になっておりますが、対応を協議し、最終的には学

務課長のほうに連絡をよこすと。私のほうは教育長に報告し、両

方で話をして判断をするという形で行っております。これは現在

の給食センターでも同じ対応体制になっております。それで、余

りにも大きい話になりますと、今度私が給食センターのほうに出

向いて、その状況確認とか現場の指示をとるという形になってお

ります。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 ランプを消してください。（「はい」の声あり） 
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 ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５８号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第７、議案第５９号、おいらせ町特別職の職員の給料等に

関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（倉舘広美君） 

 議案第５９号についてご説明申し上げます。 

 議案書の５０ページ、５１ページをごらんください。 

 本案は、青森県人事委員会勧告に準じて行う一般職の勤勉手当

支給割合の改正に伴い、県の取り扱いに準じて、町長、副町長及

び教育長の期末手当の支給割合を改めるため提案するものであ

ります。 

 主な改正内容を申し上げますと、５１ページの第１条は、本年

１２月の支給割合を０．１月引き上げ１．７月とし、年３．１５

月とするもので、平成２９年１２月１日から適用するものであり

ます。 

 次に、第２条は来年度の支給割合を規定するもので、年３．１

５月は同じでありますが、６月の支給割合を１．５月、１２月の

支給割合を１．６５月とするものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 
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 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５９号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第８、議案第６０号、おいらせ町議会の議員の議員報酬及

び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 総務課長。 

 

当局の説明 総務課長 

（倉舘広美君） 

 議案第６０号についてご説明申し上げます。 

 議案書の５２ページ、５３ページをごらんください。 

 本案は、青森県人事委員会勧告に準じて行う一般職の勤勉手当

支給割合の改正に伴い、県の取り扱いに準じて町議会議員の期末

手当の支給割合を改めるため提案するものであります。 

 主な改正内容を申し上げますと、５３ページの第１条は、本年

１２月の支給割合を０．１月分引き上げ１．７月とし、年３．１

５月とするもので、平成２９年１２月１日から適用するものであ

ります。 

 次に、第２条は、来年度の支給割合を規定するもので、年３．

１５月は同じでありますが、６月の支給割合を１．５月、１２月

の支給割合を１．６５月とするものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 
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 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６０号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第９、議案第６１号、おいらせ町子ども医療費助成条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町民課長。 

 

当局の説明 町民課長 

（澤田常男君） 

 それでは、議案第６１号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書では５４ページから５５ページ、参考資料は１３０ペー

ジになります。 

 本案は、平成２３年１０月から実施しております中学生までの

医療費を無料とした給付制度が、２７年３月に一度３カ年期間延

長しておりますが、延長した期日が来年３月をもって満了するこ

とから、子ども・子育て支援策として有効であり、子育て世帯に

浸透してきている本制度を引き続き３カ年延長するため、附則第

２項中の条例執行日、平成３０年度３月３１日を３カ年延長して

平成３３年３月３１日に改めることを提案するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 
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 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６１号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第１０、議案第６２号、おいらせ町教職員住宅管理条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（泉山裕一君） 

 議案第６２号についてご説明申し上げます。 

 議案書は５６ページ、５７ページに、新旧対照表は１３１ペー

ジになります。 

 新旧対照表でご説明いたしますので１３１ページをごらんく

ださい。 

 本案は、木内々小学校校長住宅１棟、木ノ下小学校校長住宅１

棟、木ノ下中学校校長住宅１棟、木ノ下中学校単身住宅３号１棟

及び甲洋小学校校長住宅１棟の全５棟を、老朽化に伴う教職員住

宅の解体や入居不能のため今後解体を予定している住宅などに

より、本条例中の教職員住宅から用途廃止を行うため提案するも

のであります。 

 これにより、現在の教職員住宅は６棟となります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 １番、澤上 勝議員。 

 

質疑 １番  １つ確認ですけれども、木ノ下中学校の住宅については老朽化
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（澤上 勝君） とありますけれども、年数的にどのぐらいになるんですか。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 木ノ下中学校の校長住宅は昭和６０年１１月に完成しており

ます。木ノ下中学校の単身住宅３号は、同じく昭和６０年１１月

に完成しております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ３０年たっているということで、使用できない状況にあるとい

うことで、そういう判断だと思いますけれども、これからこの住

宅そのものは撤去というか、建物を撤去する予定はあるんです

か。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 実施計画上で３０年度の予算のほうでの今計画になっており

ますので、来年度の当初予算のほうで要求をしたいと考えており

ます。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ありませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番、平野です。 

 この住宅については、もっとさらに活用すべきだというふうな

私、提案をしたんですけれども、今の説明ですと撤去するという

ふうなことですが、甲洋小学校の校長住宅については現在たしか

ＪＡのほうの関係だったと思いますけれども、利用しているわけ

ですから、可能なものは再利用したほうがいいんじゃないか。撤

去した跡地とかそういうふうなのはどういう形で今度、そのまま

空き地にしておくのかですね。見れば、ちょっと手を加えれば可

能であれば、甲洋小学校の場合は農業支援ですか、そういうふう
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な形で来ている人が入居していますので、私はそういうふうな形

で使っていったほうが撤去費用とかそういうふうなものよりも

収入を得られるんじゃないかというふうな思いもありますけれ

ども、用途廃止をまずはして、普通財産にして活用していくとい

うふうな考えがないかお聞かせをいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 まず、校長住宅に関してみれば、校地内にありましたので、そ

のまま解体させていただきました。 

 現在、校地外にあるものというのは議員おっしゃるとおり、甲

洋小学校のほうは、先ほどご質問したとおりの内容でございま

す。 

 あと校地外にあるのは、木ノ下中学校の校長住宅と単身住宅３

号棟、そのほかにも木ノ下中学校にはまだ現在使っておりますの

が４棟ございます。こちらはまだ中に入居者等もおりましたの

で、今のところは木ノ下中学校の校長住宅と単身住宅自体、その

部分だけを普通財産に移行して新たなるものをするというのが

我がほうでは考えにくいなということとで、とりあえずは解体し

たいという思いで予算のほうにのせたいと思っております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 町営住宅の場合でも今使用できない住宅があるわけで、逆にそ

ういうふうな方々ためにも学校の校地内にあるもの以外につい

ては再利用していったほうが私はいいんじゃないかなというふ

うな思いがありますけれども、これは教育委員会のほうで用途廃

止をすれば、財産的には今度普通財産のほうになるわけで、そこ

で取り壊しをするというふうな形で事務処理が行われるかと思

うんですけれども、全体的に見て、どうです、住宅の入居希望者

がまだ、果たせないでいる人がいるわけですから、そういうふう

なもので活用するというふうな、全然検討したこともなかったの

か。今現在、入居待機者というのは結構あるんじゃないですか、

町営住宅の。その辺とあわせて答弁いただきたいと思います。 
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 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 普通財産にしないと貸し出しができないというのはおっしゃ

るとおりです。普通財産にした場合、どういうふうに貸し出しす

るのかということは教育委員会の枠から今度外れてしまいます

ので、私どものほうでは答弁しにくいんですけれども、ただ、今

の木ノ下中学校に関してみれば、早い話が、教職員住宅として使

う棟と、全く壊したいとこちらのほうで考えている棟と、まだ同

じ敷地内に存在していますので、教育委員会としてみれば、それ

を壊すという方向性を今立てているだけです。もし、これ普通財

産のほうにして、また新たなる活用をするという形になります

と、そのまま残して、こちらのほうで分筆をして、あくまでも財

産区分を分けてしまうという作業等が発生すると思います。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 町営住宅の待機者になりますが、年度は忘れましたけれども、

合併後、待機者のほうも相当数いるということで、その後、継続

して待機し、町営住宅を希望するかということを確認しながら、

現在は旧百石町ののぞみ団地のほうに、確定した数字でなくて申

しわけございませんが、１０人以下の方が待機しているという状

態であります。 

 １１月にも町営住宅の入居希望ということで申し込みを受け

付けましたが、その際は、募集戸数が２戸に対して４人というこ

とで受けております。その前はやはり３倍、４倍という募集の倍

率だったんですけれども、前回については２倍ということでした

ので、今後も利用状況とか募集の申込戸数等を踏まえた上で、議

員がおっしゃるような活用方法があるのであれば、そういう部分

については関係課と調整しながら協議を進めていきたいとは思

っております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 
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質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 私は、この活用の仕方というのは、今、町営住宅の待機者もあ

りますし、それから現在、募集している地域おこし協力隊、この

人にも住居とかそういうものを提供するという募集要項になっ

ているわけで、そういうふうなのから言ったら、こういうのは活

用できるんじゃないかなと、あわせて検討しておくべきじゃない

かなというふうなことで提案をしておきます。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６２号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第１１、議案第６３号、おいらせ町納税奨励条例の廃止に

ついてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 税務課長。 

 

当局の説明 税務課長 

（赤坂千敏君） 

 それでは、議案第６３号についてご説明申し上げます。 

 議案書は５８、５９ページをごらんください。 

 本案は、納税貯蓄組合に交付する奨励金を廃止するため、おい

らせ町納税奨励条例を廃止するものであります。 

 奨励金につきましては、平成２６年度に町補助金等評価委員会

による廃止判定を受け、平成２９年度の交付をもって廃止するこ

とを決定しておりました。 

 なお、平成３０年度以降は、納税貯蓄組合法で定められる事務

費に対する補助金のみを行います。 
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 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６３号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第１２、議案第６４号、新学校給食センター調理用品等購

入契約の締結についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 学務課長。 

 

当局の説明 学務課長 

（泉山裕一君） 

 議案第６４号についてご説明申し上げます。 

 議案書６０ページ、６１ページをごらんください。入札結果は

１３２ページになります。 

 本案は、新学校給食センター調理用品等購入のため、去る１１

月２０日に７社により指名競争入札を執行したところ、２，０５

２万円で株式会社中西製作所青森営業所が落札者として決定い

たしましたので、契約を締結するため提案するものであります。 

 本購入をすることにより、平成３０年４月から稼働予定の新し

い学校給食センターにおいて使用する鍋等の調理用品のほか、配

膳台等の備品及び移動式煮炊き釜など、平成３０年３月３０日ま

でに納品されることになります。 

 以上で説明を終わります。 
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 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６４号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第１３、議案第６５号、上十三・十和田湖広域定住自立圏

の形成に関する協定の一部を変更する協定の締結についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、議案第６５号についてご説明申し上げます。 

 議案書６２ページから６４ページをごらんください。 

 本案につきましては、さきの議員全員協議会におきましても概

要をご説明しておりましたが、十和田市及び三沢市との間で平成

２４年１０月４日に締結した定住自立圏の形成に関する協定に

ついて、新たな連携事業を追加するため、おいらせ町議会の議決

すべき事件を定める条例第２条第１項の規定により提案するも

のであります。 

 具体的には新旧対照表でご説明いたしますので、１３３ペー

ジ、１３４ページをごらんください。 

 協定書にあります結びつきやネットワークの強化に係る政策

分野について、変更案の欄にありますとおり、これまでの圏域内

の交流促進に加えて、新たに移住交流に関する施策として、圏域

内の移住の促進及び結婚活動の支援の取り組み項目を追加する
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ものであります。 

 この新たな連携事業は圏域内全市町村で取り組むものであり、

各市町村議会での議決を経てそれぞれ変更協定書を締結するこ

とになります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６５号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第１４、議案第６６号、平成２９年度おいらせ町一般会計

補正予算（第６号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 それでは、議案第６６号についてご説明申し上げます。 

 議案書６５ページから６８ページをごらんください。 

 本案は、既定予算の総額に１億５，５６０万６，０００円を追

加し、予算の総額を１０６億２，９０９万２，０００円とするも

のであります。 

 ６９ページをごらんください。 

 第２表債務負担行為補正につきましては、学校給食配送車運行

管理業務委託料及び学校給食配膳業務委託料について債務負担

行為を追加設定するものであります。 
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 ７０ページをごらんください。 

 第３表地方債補正につきましては、明神川改修に伴う町道橋り

ょう架替事業及び全国瞬時警報システム整備事業を新たに追加

したほか、下田第８分団消防ポンプ自動車購入事業は、地方債の

組み替えに伴い追加及び廃止を行うものであります。 

 それでは、歳入歳出の主なものにつきまして、別冊の事項別明

細書でご説明いたしますので、ご用意ください。タイトルは、平

成２９年度一般会計補正予算（第６号）に関する説明書でござい

ます。 

 まず、歳出の主な内容でございます。 

 全款にわたっての人件費の補正は、青森県人事委員会勧告に準

じた給与改定に対応するものであります。 

 １１ページをごらんください。 

 ２款２項２目町活性化対策費のハートピア助成金１６６万２，

０００円の減額は、北公民館及び中央公民館への印刷機更新に当

たり、当該助成金の財源を充当するため減額調整するものであり

ます。 

 １２ページをごらんください。 

 ２款２項３目情報政策費の住民記録システム旧姓併記対応業

務委託料２６８万６，０００円はマイナンバー制度等への対応と

して、ＷｉｚｌｉｆｅＤＶ管理環境設定業務委託料２５２万３，

０００円はＤＶ被害者への支援対応として、それぞれシステム改

修を行うため追加計上するものであります。 

 １４ページをごらんください。 

 ３款１項２目障害者(児)福祉費の障害者給付費等１，９７０万

及び障害児給付費等１，３２０万円は、今後の執行見込みにより

増額するものであります。 

 １６ページをごらんください。 

 ３款２項１目児童福祉総務費の子ども医療費３５９万７，００

０円及び２目児童措置費、子どものための教育・保育給付費８，

０５６万２，０００円は、今後の執行見込みによりそれぞれ増額

するものであります。 

 １７ページをごらんください。 

 ４款４項１目病院費の八戸圏域連携中枢都市圏外科医師派遣

事業費負担金４４万円は、本年１０月から実施しているおいらせ
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病院への八戸市立市民病院医師派遣について、１２月から月１回

の平日勤務を追加することとなったため増額するものでありま

す。 

 １９ページをごらんください。 

 ６款１項５目農地費の測量設計委託料９７万３，０００円の減

額、土地借上料３万円の減額及び前田堤廃止工事費１００万３，

０００円の減額は、県補助事業で実施している前田堤廃止事業に

ついて、測量設計業務等の確定と工事数量等の変更に伴いそれぞ

れ増減調整するものであります。 

 ２０ページをごらんください。 

 ７款１項２目商工業振興費の八戸圏域連携中枢都市圏シアト

ルプロモーション事業費負担金２２万９，０００円の減額は、支

出方法の変更に伴い費用弁償に組み替えするものであります。 

 ２１ページをごらんください。 

 ８款２項２目道路橋りょう新設改良費の明神川改修に伴う町

道橋りょう架替工事費負担金２，０００万円は、今年度の県実施

事業の施行に伴い町負担分として追加するものであります。 

 ８款３項２目公園管理費の向山ふれあい広場公園トイレ設置

工事費１，１４８万１，０００円は、県の地方創生補助事業であ

る県市町村元気事業費補助金を活用し、向山駅を起点とした地域

の交流、にぎわい創出に向けた環境整備の一環として追加するも

のであります。 

 ２２ページをごらんください。 

 ９款１項２目消防施設費の百石第４分団拠点施設建替工事設

計委託料１８３万５，０００円の減額及び同測量設計業務委託料

８０万円追加は、屯所建設予定地の調整に伴いそれぞれ計上する

ものであります。 

 また、４目無線放送施設費の全国瞬時警報システム整備工事費

２１６万円は、国で進めているＪアラート新型機への移行に対応

するため追加するものであります。 

 ２４ページをごらんください。 

 １０款２項３目学校建設費の木内々小学校及び百石小学校の

非構造部材耐震改修工事実施設計委託料の減額、小学校トイレ改

修工事実施設計委託料の減額、３項３目学校建設費の中学校トイ

レ改修工事実施設計委託料の減額は、それぞれ事業費の確定に伴



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５５－ 

うものであります。 

 ２５ページをごらんください。 

 １０款４項２目公民館費の庁用器具費２１４万２，０００円は

中央公民館及び北公民館の印刷機の更新、そのほか北公民館の石

油ストーブの老朽化に伴い更新するため増額するものでありま

す。 

 次に、歳入の主な内容につきましてご説明申し上げます。 

 ページが戻りまして３ページをごらんください。 

 １４款１項１目民生費国庫負担金の障害者福祉サービス給付

費負担金１，６７０万円、子どものための教育・保育給付費負担

金２，４３２万４，０００円は、それぞれ事業費に応じた国庫負

担金の収入見込額をそれぞれ増額するものであります。 

 １４款２項１目総務費国庫補助金の社会保障・税番号システム

整備費補助金２６８万５，０００円は、住民記録システム旧姓併

記対応業務委託に対する国庫補助金として追加するものであり

ます。 

 ４ページをごらんください。 

 １５款１項１目民生費県負担金の障害者福祉サービス給付費

負担金８２２万５，０００円、子どものための教育・保育給付費

等負担金１，５３２万３，０００円は、それぞれ事業費に応じた

県負担金の収入見込額をそれぞれ増額するものであります。 

 １５款２項１目総務費県補助金の県市町村元気事業費補助金

７６５万３，０００円は、県地方創生補助事業で実施する向山ふ

れあい広場公園トイレ設置工事の財源として追加するものであ

ります。 

 ６ページをごらんください。 

 １８款２項１目財政調整基金繰入金４，７０２万８，０００円

は、１２月補正予算の歳入歳出財源調整のため計上するものであ

ります。 

 ７ページをごらんください。 

 ２１款１項１目土木債の明神川改修に伴う町道橋りょう架替

事業債１，８００万円、３目消防債の全国瞬時警報システム整備

事業債２１０万円は、それぞれ事業実施に当たっての地方債措置

として追加するものであり、下田第８分団消防ポンプ自動車購入

事業債については、地方債の組み替えに伴い増減調整するもので



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５６－ 

あります。 

 以上が歳入の主なものになります。 

 ページが、後ろのほうに飛びます。２９ページから３２ページ

をごらんください。 

 給与費明細書は、特別職及び一般職の給料及び手当等の変更に

ついて示したものであります。 

 ３３ページ、３４ページをごらんください。 

 債務負担に関する調書は、債務負担行為を追加設定した２件の

事業を反映させた限度額、支出予定額等を示したものでありま

す。 

 ３５ページ、３６ページをごらんください。 

 地方債に関する調書は、３件の事業の追加と１件の事業の廃止

を反映させた今年度中の起債額及び償還額の増減見込額と年度

末の現在高見込額を示したものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表歳入歳出予算補正のうち、歳入全款についての質疑を行

います。 

 事項別明細書３ページから７ページまでです。 

 質疑ありませんか。 

 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、歳入全款についての質疑を終わります。 

 次に、歳出についての質疑を受けます。 

 第１款議会費から第６款農林水産業費までについての質疑を

受けます。 

 事項別明細書の９ページから１９ページです。 

 質疑ありませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番、平野です。 

 私は１２ページのところの企画費の情報政策費、住民記録と管
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理環境設定業務委託料、この中身についてもっと詳しく説明いた

だきたいと思います。 

 それから、これにかかわって、今、おいらせ町で処理している

東芝のたしかソフトを使っていると思うんですけれども、メーカ

ーがですね、東芝については国内でも生産を中止したとかいろい

ろ情報が伝わっているんですけれども、これらについては見直し

を私はすべきだと思うんですけれども、そういうふうな意味では

情報収集しておりますか。このままでいったら１社だけになるん

じゃないかなというふうな。他の自治体と使っている機械の整合

性がまるきりなくなってきて、そういうふうな意味では将来的に

町として余りいい運用にならないんじゃないかと思うんですけ

れども、まずこの２点についてお伺いしたいと思います。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 １２ページの情報政策費、住民記録システム旧姓併記対応業務

委託、それからその下、ＷｉｚｌｉｆｅＤＶ管理環境設定業務委

託料の関係です。 

 具体的なことになりますと、担当する町民課のほうが詳しいこ

とがわかるかと思いますので、答弁で足りないものがあれば後ほ

ど担当課長からも補足して追加説明させていただきます。 

 住民記録旧姓併記対応業務につきましては、マイナンバー制度

の対応の一環として、住民票であったりマイナンバーのほうに旧

姓も併記できるようにシステム改修するものであります。 

 それから、その下、ＷｉｚｌｉｆｅのＤＶ管理環境設定のとこ

ろにつきましても、いわゆるＤＶ被害者支援の対応の一環とし

て、住民票等々を発行する際にＤＶ被害者かどうかの旨を表示さ

せて、加害者等への誤発行を防ぐためのシステム改修でございま

す。 

 それから、もう１点、東芝に関することでございます。 

 昨今、ニュース、新聞等々で東芝のことが大きく取り上げられ

てございます。議員にもご心配かけているところですが、これに

つきましては、当町で東芝のほうにベンダーとしてお願いしてい

るわけですが、直接的な影響はないものとしてこちらのほうでも

確認をしているところであります。 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５８－ 

 これまでの議会の中で何度か質問を受けて答弁してきている

わけでございますが、現在、当町のシステムはベンダーを東芝と

しておりますが、ずっと東芝ありきで考えているものではござい

ません。何年かの年度を区切って業者を見直し等することとして

おりますし、現行の期間は、その間は東芝と契約している中でシ

ステムを運用することになります。 

 今後の流れとしましては、時期が来ましたら、今後のシステム

をどうするかどうか当然ベンダーとも協議していきますが、もし

他社に移行するとなりますとデータ移行費等々、膨大な経費もか

かりますので、その辺の費用対効果であったり、あとは昨今、ク

ラウドというシステムの使い方も出てきておりますので、他自治

体と共同しながらシステム利用する考え方も出てきております

ので、その辺も踏まえながら、今後のシステムの運用の仕方等を

考えていきたいと思っております。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤田常男君） 

 ただいまの答弁に若干補足させていただきます。 

 まず、住民記録システム旧姓併記対応業務委託でございます

が、これは国から示されましたマイナンバー等の記載事項の充実

ということになりまして、旧姓併記を希望する方に旧姓を併記し

た住民票等の発行、あるいはマイナンバーカードへの入力等を可

能にするというようなシステムの改修でございます。 

 それから、ＤＶ管理環境設定業務委託料でございますが、ＤＶ

につきましては、全国の各自治体で町民・市民あるわけなんです

が、の住民登録されている自治体でそういうＤＶの支援措置を申

し出した方に対しては各自治体で情報共有しながら支援体制を

構築しているところでございますが、町内の町民につきまして

は、転入してこられた場合も各転入された自治体で、転出したと

は転出したほうの自治体へ情報提供しながら、これまでは紙ベー

スでやりとりしていたんですが、町民課が窓口になっておるんで

すけれども、それについてまた庁内の各関係課のほうに紙ベース

で情報提供してこれまで実施してきました。 

 新聞等でもＤＶ加害者に対する証明書等の誤発行という全国
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の事例も出てきていますので、この際、システムのほうを改修し

ながら、そういう対象者を検索したときに注意喚起できるように

していきたいということで今回提案させていただいています。 

 以上でございます。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 マイナンバーの部分については、今までも申請してから受け取

るまでの期間が非常に長いというふうな方もありますし、それか

ら高齢者にとっては利用価値というのがほとんどないという声

も聞こえます。例えば今これから申告とかさまざまなのでは必ず

マイナンバーを記載して申告書を提出しなさいという国のほう

のあれがあるようですけれども、実際に今、当町で申請して発行

になるまではどのぐらいの期間を要しているのか、もう一回確認

をしたいと。 

 それから、全体的に当町では何％ぐらいマイナンバーが発行さ

れているのか。これらについてもぜひお知らせをいただきたい

と。 

 それとＤＶについて、やはり全国で情報を共有するシステムと

いうのは私は非常に大事だと思うんですけれども、他県のほうの

事例を見ても、転入してきた者に対して情報管理が徹底されてい

ないで、申請者に対して情報提供するという事例も見られますの

で、これらについては、職員にもそういうふうな制度的な部分、

それから情報共有については徹底しなければならないと思うの

で、機械のソフトを変更するだけで本当に対応が大丈夫なのか、

この辺についてもお聞かせいただきたいと思います。 

 

 馬場議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤田常男君） 

 お答えいたします。 

 初めに、マイナンバーカードの発行期間でございますけれど

も、マイナンバーについては町が直接発行しているわけではなく

て、国から委託されているＪ－ＬＩＳという機関がございまし

て、そちらのほうで申請を受け付けて発行すると。そのカード自

体は町のほうに来ますから、カードが届いた際に町民の方に町の
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ほうから連絡して受け取りに来てもらうという流れになってお

ります。 

 期間としては、昨年までは半年とか１年かかっていましたけれ

ども、２９年度につきましては大体申請から１カ月程度で交付ま

でなってきているのかなというふうに思っております。 

 それから、高齢者に対する利用価値ということでございますけ

れども、先ほど議員おっしゃられましたように、高齢者の方は申

告とか年金等の手続にも今後必要になってくるんですけれども、

利用価値という点ではなかなかないというところがございます

が、高齢者に関しては最近といいますか、運転免許証の返還とい

うこともありまして、マイナンバーにつきましては身分証明書的

な使い方もできますので、そういう形で使っていただくことも可

能だというふうに考えております。 

 それから、マイナンバーカードの発行数ですが、１１月末現在

で２，２４６枚ほど発行されております。 

 それから、ＤＶ支援につきましては、今回のシステムは、そう

いう対象者を検索した場合に注意喚起をするという画面表示さ

れることになりまして、それで完全に防げるのかなということで

いきますと、完全ではないというふうには考えておりまが、そう

いう形で、関係課でよく研修等をしながら、誤発行のないように

努めていきたいと思います。 

 システムの中で、セキュリティーという意味でいきますと、ま

だ次のステップで、そういう対象者については管理者の承認をも

らっていないと発行できないというようなシステムもあります

けれども、それは次の段階でというふうに考えております。 

 以上でございます。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 例えば他県のほうを見ますと、窓口の対応というのは、非常に

そういうふうな人が来ることによって危険も伴うような事例も

ありますので、その辺、職員で情報共有して対応していかなけれ

ば、非常に異常者的なのも窓口に来ることも想定されますので、

その辺の趣旨はお互いに徹底してほしいなと思います。 

 それで、先ほど企画財政課長の答弁の中で、東芝については契
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約期間中は継続して使用するけれども、見直しを考えなければな

らないというふうな答弁です。私は当然そういうふうにすべきだ

し、契約期限の１年前からそういうふうな対応をしていくことに

よって、例えばメーカーによっては丸抱えで全て切りかえを受け

ますよというふうなメーカーもあるわけですから、やはりそうい

うふうなものも比較しながら、予算をとる前にそういうふうな対

応をしていくべきだと私は思うんですけれども、そうでなけれ

ば、結局期間がないから継続しましたという形でしかできないわ

けですから、もう１年以上前に他社、全国の自治体、そういうふ

うな事例を調査しながら方向づけをすべきだと私思うんですけ

れども、最後、課長、この１点だけお願いします。 

 

 馬場議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 町の情報システムに関することでございます。 

 現在、当町は東芝で運用しているわけでありますが、繰り返し

の答弁になろうかと思いますが、その契約期間は東芝のシステム

を前提にやることになります。 

 今後につきましても東芝ありきではございません。ただ、業者

をほかにするにしても、データ移行費、システム改修等々、莫大

な経費がかかることが想定されますので、そういったものを含め

ながら総体的に判断して、今後の業者をどこにするのか、そうい

ったものを考えていきたいということでございます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ここで暫時休憩します。 

 ２時４５分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ２時３２分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時３３分） 

 馬場議長  ほかに、第１款から第６款までについて質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、第１款から第６款までについての質疑を終わりま

す。 

 暫時休憩します。 
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 ２時５０分まで休憩します。 

  （休憩 午後 ２時３３分） 

 馬場議長  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時５０分） 

 馬場議長  引き続き、議案第６６号、平成２９年度おいらせ町一般会計補

正予算（第６号）について、第７款商工費から第１２款公債費ま

でについての質疑を受けます。 

 事項別明細書１９ページから２８ページです。 

 質疑ありませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番、平野です。 

 私は、商工振興費について質問させていただきます。 

 先般、イオンにおいらせ町の展示コーナーが設置されまして、

私もオープンのとき行ってまいりました。その後を見ますと、ほ

とんど人がいないんですよ。私もイオンに行ったついでに２階を

歩いてみた。実際にこのようなチラシとか置いていますけれど

も、確認すればほとんど減っていないんですよ。ということは人

が行っていないんじゃないかなというふうな。私が行ったときに

一人二人と人を見かけたことがないんで、この辺についてはどう

いうふうに利用されているのか把握しているのかですね、お聞か

せをいただきたい。 

 というのは、せっかく町のほうでおいらせ町の同窓会交流促進

補助金の資料とか結婚支援員の募集とか出しているんですけれ

ども、あそこは場所が悪いんじゃないですか。ほとんど人が行か

ないようなところに設置をしたんじゃないかというふうな私思

いがあるんですよ。ほとんど奥のほうまで行くのかなと。私が通

ったときに「あっいるな」というふうなのを感じたのは１回です。

この実態についてひとつまずお聞かせをいただきたいと思いま

す。 

 それから、先般、鮭まつりがあって、つかみ取りをやったんで

すけれども、サケが不足したというふうなことで、つかみ取り券

を現金にかえたという経過があります。これはどういうふうな形

で。前もって本数、そういうふうなものを確認できていなかった

のか。この点についてお聞かせをいただきたいと思います。 
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 あわせて、鮭まつりの観光協会補助金が５００万から６００万

入れているわけです。これは補助金で、そのほかに町職員が準備

や撤去、そういうふうなものに土日、それから平日の部分で朝早

くとか当たっているわけですけれども、これらを含めればこの補

助金というのは相当膨らむんじゃないかと思うんですけれども、

この辺の把握はどういうふうになっているかもあわせてお聞か

せをいただきたいと思います。 

 私が知っているんであれば、例えば教育委員会でやっている生

涯フェスタとか、そういうものは文化協会が展示したり撤去する

のは全部そこに入っている会員がやっているわけで、鮭まつりに

ついては全職員が当たらなければならないというのがあるのか

なと。これは観光協会が主催、町と一緒になっているわけで、協

会の主体性というのはどこにあるのかもあわせてお聞かせいた

だきたいと思います。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番議員にお尋ねしますけれども、商工費の補正予算について

ではなくて、商工費全般についての関連質問ということでよろし

いんですか。（「はい」の声あり） 

 企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（成田光寿君） 

 イオンモール下田にある町の情報ＰＲコーナーについて、当

課、企画財政課のほうで所管してやっているところでありますの

でお答えいたします。 

 委員のご心配、また懸念、少なからず当たっているところもご

ざいます。確かにオープン当初は華々しくイベントを仕掛けてや

ったわけでございますが、今現在のところ、毎月のように何かし

らのイベントを仕掛けてやっているわけではございません。 

 そこの場所そのものは、イオンとの協議の中で、無償で町のほ

うで場所を借りてＰＲコーナーを設定しているものであります。

今の使われ方としては、パンフであったりイベントのポスター等

を張る程度でとどめてございます。現状としては、来場者も余り

ないこともこちらで把握しておりますので、なるべく多くの方が

来られるようにイベントを仕掛けることであったり、あとはお客

様が来られるような工夫をするようにしていきたいと思ってい
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ます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  関連質問ですから、可能な範囲でお答えいただければと思いま

すが、商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（松林光弘君） 

 お答えします。 

 先般行われました鮭まつりのサケの不足について、経緯をご説

明申し上げます。 

 まずもって、来場者また関係者にサケ不足しましたことについ

て深くおわび申し上げる次第であります。 

 その経緯でありますが、鮭まつりを行うに当たり１，７００匹

のサケを用意しましてつかみ取り催事等を行う予定としており

ます。鮭鱒漁協組合から搬入されるサケについては、４日間に分

けてトラックで搬入するのでありますが、会場の生けすに入れる

際は事務局として確認をしておりません。この１，７００が入っ

たという報告をもって催事を行っているところであります。 

 サケの数の当日のチケットの販売につきましては、前売り券、

それからその他の催事、サーモンレースとかに使われるサケ等を

差し引いた残りを当日の販売ということで今回も行わせていた

だきました。そうしたところ、２日目の２回目が終わった時点で、

販売した数よりサケの数が少ないということが判明しておりま

す。 

 私どもは、済んだことはもうどうでもいいということではあり

ませんが、そのことについては先ほど深くおわびしたようなこと

でありますが、今後の対策をということでもう漁協側と協議をし

ておりまして、次年度からはそういうことがないように、十分、

お互いさま、確認をするという方法をするということで話し合い

を持っておりましたので、ご迷惑をかけないようにしていきたい

と思っております。 

 それから、鮭まつりの職員の従事者数についての人件費等の換

算につきましては、計算したことがございません。どのくらいか

かっているかということは今数字で申し上げることはできませ

ん。ただし、議員おっしゃるとおり、準備、それから当日２日間

の運営、後片づけにつきましては相当数の職員が従事しておられ
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ます。五、六百万の補助金、その倍ぐらいの金額に換算すればな

るかと思います。 

 提言をいただきました観光協会員、約２７０名あります。それ

らの人たちの活用方法、協力体制について、これから観光協会の

理事会等もありますので、今出たということをお伝えしまして今

後の運営について、これを反映できるか協議していきたいと思い

ます。 

 以上です。 

 

 馬場議長  ６番議員、補正予算以外のことですので、全般的なことに関し

てはまた３月の予算委員会等で質問いただければよろしいと思

いますが、先ほどの再質問ですか。 

 

 ６番 

（平野敏彦君） 

 そうです。 

 

 馬場議長  では６番。手短に願います。 

 

 ６番 

（平野敏彦君） 

 いや、商工振興にかかわる部分ですから。補正の項目が…… 

 

 馬場議長  今定例会では一般会計の補正予算の議案でございますので、商

工費全般についての質問はある程度抑えていただきたいという

ことを申し上げております。質疑ですので。 

 

 ６番 

（平野敏彦君） 

 １点だけ聞いているんです。 

 

 馬場議長  どうぞ。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、企画財政課長が話をしましたけれども、本当に無償提供を

受けているから、実害がないからというふうな認識だとなかなか

盛り上がってこないと思います。そこのところに行ったら何か楽

しみがあるとか、子供たちが行きたくなるとか、そういうふうな

アイデアを出して、せっかく設置していますから人が回っていく

ような、例えばイオンをウォーキングして巡回するチェックの機

械をそこに置けば、少なくともポイント加算でそこに行くわけで

すよ。人が一番通りのいいところにポイント加算のを置いている
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んですけれども、人が行かないところにああいうものを設置して

もらって多く歩かせることが私はいい意味での健康づくりにな

ると思いますよ。そういうふうなアイデアがひとつ生まれてくる

ように期待をしたいと思います。 

 それから、今の商工観光課長の答弁を聞いて、さすが実態把握

をしているし、前に進むのかなというふうな思いがあります。 

 やはりこれだけの会員数がいながら役場の職員が全て対応し

なければならない。今までそれが当たり前というふうな感覚はも

う見直す時期に来ているんじゃないか。そうじゃなくても、経費

的な部分では試算をしていない、こういうふうな実態をやっぱり

見直していくべきだと私は思います。課長がいい意味で実情をよ

く把握して、次に生かしていけるということで期待をしておりま

すので、終わります。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ございませんか。 

 １番、澤上 勝議員。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 私も関連で聞くので、だめなときは。 

 えっ。何、手。 

 

 馬場議長  今、手を挙げたのは、マイクのスイッチを６番議員に消してい

ただきたいということの合図を。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 ああ、そういうこと。私に座れって言ったかと。 

 ということで、真面目に土木のほうで若干お聞きをしたいんで

すけれども、これから言うまでもなく雪がことしは相当降るみた

いでありますから、除雪の体制は万全になっているかと思います

が、やはりそれも業者の協力なくして多分できない状況であろう

かと思いますけれども、もしその実態がわかったら教えていただ

きたい。 

 それからあと、北方のほうは特に雪が多いんですけれども、除

雪の仕方が粗末という言葉が粗末かもしれませんけれども、下に

雪を残して除雪をする場面が多いという話がたくさん行ってい

るかと思うんですけれども、特にそれに気をつけていただければ

と思います。 
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 それから、ことしもいろいろな入札がございました。その中で

町外の業者、入札の結果で落札しておりますけれども、その業者

の方々で除雪に協力している実態がどのぐらいあるのか、もし把

握できるなら教えていただければと思います。 

 それから、２つ目としては公園なんですけれども、これから順

次整備していくということでありますけれども、木ノ下のほうに

一向に公園の声が聞こえないので、その辺の進捗というのはどう

なっているのか、わかる範囲で教えていただければと思います。 

 あと防災無線についてなんですけれども、これ今、木ノ下児童

館が統廃合して更地にするということで、あそこに防災無線があ

ったわけですよね。それを簡単に撤去して新しいのを立てる話を

全く町内に、したのかわかりませんけれども、違う位置に立てる

話を進めないうちに撤去をしてしまったと。正規に必要であって

２つあるんですから、それを簡単に撤去しては、それでは多分後

手に回りますから、幅広く物事を考えて進めていただきたいし、

設置する方向になっているそうですけれども、そういう場面につ

いては特に課長さん方、心を入れて部下を注視していただければ

ということでございます。 

 あと、Ｊアラートとのことでありますけれども、インターネッ

トを見ればこうなっていますので、丈夫な建物に逃げろと言って

も、ないのが現実ですけれども、現実的には公共施設の学校等が

あるんですけれども、その辺の開放という考え方があるのかない

のか、その辺をお願いするし、今度、北方のほうには地下をつけ

た分譲住宅が何軒かこれからモデルとしてできるらしいんです

けれども、その辺の考え方、どう考えているか教えていただきた

い。 

 以上、４点。 

 

 馬場議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 それでは、ご質問にお答えいたします。 

 今年度の除雪体制につきましては、昨年度と同様２６社、台数

につきましては町の貸付機械２台を含めまして４７台で契約し

ております。 

 次に、除雪の仕方ということでちょっとお話がありましたが、
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除雪業者との意見交換会等では、議員おっしゃるようなことも含

めて助言指導として出して、また、今のお話で、直接苦情等であ

った場合には業者へもそういうふうな指導をしているところで

ありますが、ただし砂利道ということで舗装していない道路につ

いては、北部のほうでも私道等が結構あったりして、そういう部

分については下まで取れないという部分もありますので、場合に

よってはご理解いただきたいという点が１つあります。 

 それから、町外の業者が落札した件があるかというご質問でし

たけれども、落札件数については、多分うちのほうで契約してい

る業者が今年度落札した事案はないと思いますが、町外で契約し

ている業者数だけ。全部で７社、町外のほうの業者と契約してお

ります。 

 それともう１点、木ノ下の公園の件についてですが、木ノ下の

公園含めまして、公園整備の要望がある町内会の部分につきまし

ては、実施計画を課のほうから上げる際には、順次整備していき

たいということでの当課の考えということで提案というか上げ

ておりますが、町の全体的な財政部分を含めまして、今現在、い

つごろ整備するということは、木ノ下のほうを含めまして実施時

期は未定ということになっておりますので、ご理解いただきたい

と思います。 

 

 馬場議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（田中貴重君） 

 澤上議員から３つの質問をいただいております。 

 まず１点の、木ノ下児童館にあった防災無線の撤去というふう

なことですけれども、それにつきましては以前、町内会長さんと

お話をして撤去というふうなことを進めました。決して勝手にう

ちのほうで撤去したということではございません。まして、新し

い場所に今年度中につけるという形で町内会長さんと話を進め

ますので、今後設置になるというふうに考えております。 

 次に、Ｊアラートに関連しての丈夫な建物の開放というふうな

ことでありますけれども、学校施設については私から物を申し上

げるべきではないと思いますが、町では有事の際、分庁舎、本庁

舎、あと病院、夜間も人がいる、守衛さんがいるところを開放し

ていこうというふうに申し合わせをしているところであります。 
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 そのほかの施設については、学校等については学務課でお答え

するということになります。 

 次に、地下シェルターの考え方であります。個人宅の地下にシ

ェルターをつけるというふうなことであろうかと思いますけれ

ども、それは個人の考え方であろうというふうに思いますし、町

ではそのようなことは今考えておりませんので、ご理解いただき

たいというふうに思います。 

 以上です。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 Ｊアラートが鳴ったときの学校で受け入れの話になりますけ

れども、まず学校があいていれば受け入れが可能です。これは校

長会でも確認を行っておりますので、そういうふうな有事の場合

は受け入れるという形になっております。実際、前回Ｊアラート

が鳴ったときも下田小学校で２名の方を受け入れたという実績

がございます。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 どうもご丁寧な説明ありがとうございます。 

 例えばですけれども、除雪についてはこの町では多分やってい

ないと思うのですけれども、経営審査にそれなりに点数をプラス

してやるという考え方が県内でも結構あるそうです。この町はま

だやっていないと思うので、そういう協力する業者に対しては恩

典を上げるという考え方もある程度考えていただければと、提案

をしておきます。これについては予算もありますので、それなり

に進めていただければと思います。 

 防災無線については課長と私の見解が違います。担当の方は、

違う場所を見つけてくださいと町内でお願いしたのに対して、見

つけられないから撤去したというニュアンスで私は聞いていま

すので、その辺の探りも当たってもみなくて撤去した。多分、考

えれば、撤去しないでそのまま移動すれば費用対も多分少なかっ

たような気がします。その辺もう一度、もし考え方が違えば言っ
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ていただければ。 

 あと、公共施設、学校も開放しているというのを今初めて私聞

いたんですけれども、それは町民にお知らせが出ているのか出て

いないのか、その辺もう一度お願いします。 

 

 馬場議長  学務課長。 

 

答弁 学務課長 

（泉山裕一君） 

 まず、お知らせをしているか、していないかというお話になり

ますけれども、教育委員会からは町民に向ってお知らせはしてい

ません。 

 以上です。 

 

 馬場議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（田中貴重君） 

 防災無線の件でございますけれども、私の確認している限りで

は、前担当者からそういうふうな話を聞いております。ニュアン

スの違いだというふうなことであれば、私の聞き間違いかもしれ

ません。 

 以上であります。 

 

 馬場議長  １番。 

 

質疑 １番 

（澤上 勝君） 

 最後。 

 先ほどから言っている公共施設を開放しているということで

すから、お知らせする必要があるような気がするんですけれど

も、その辺はこれから役場のほうで検討して、やはり皆さんに公

平に逃げれる体制といいますか、命を守る体制をつくっていただ

ければということで、それだけお願いをしておきます。 

 以上。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、第７款から第１２款までについての質疑を終わり

ます。 

 以上で歳出全款についての質疑を終わります。 
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 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。 

 事項別明細書２９ページから３２ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 次に、第２表債務負担行為補正及び債務負担に関する調書につ

いての質疑を受けます。 

 議案書の６９ページ並びに事項別明細書３３ページから３４

ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、第２表債務負担行為補正及び債務負担に関する調

書についての質疑を終わります。 

 次に、第３表地方債補正及び地方債に関する調書についての質

疑を受けます。 

 議案書の７０ページ並びに事項別明細書３５ページから３６

ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、第３表地方債補正及び地方債に関する調書につい

ての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６６号について採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  次に、日程第１５、議案第６７号平成２９年度おいらせ町国民

健康保険特別会計補正予算（第２号）についてを議題といたしま

す。 
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 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第６７号についてご説明申し上げます。 

 議案書の７１ページから７３ページをごらんください。 

 本案は、既定予算の総額に１，００７万１，０００円を追加し、

予算の総額を３０億７，９７６万５，０００円とするものであり

ます。 

 歳出の主な内容につきましては、支出見込みにより、一般被保

険者療養給付費及び保健事業費を増額するものであります。 

 歳入の主な内容につきましては、国庫支出金交付決定に伴い、

国民健康保険制度関係準備事業費補助金を追加及び一般会計繰

入金を減額したほか、歳入歳出財源調整のため県繰入金を追加す

るものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。 

 事項別明細書３ページから６ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。 

 事項別明細書７ページから９ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 
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 これから議案第６７号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  次に、日程第１６、議案第６８号、平成２９年度おいらせ町公

共下水道事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 議案第６８号についてご説明申し上げます。 

 議案書の７４ページから７７ページ、別冊の事項別明細書の１

１ページから２１ページをごらんください。 

 本案は、既定予算の総額から歳入歳出それぞれ３９８万６，０

００円を減額し、予算の総額を１１億１，０７６万２，０００円

とするものであります。 

 その主な内容につきましては、歳出では、公共ますの更新のた

めの修繕料及び立蛇地区の管路の不明水対策のため補修工事費

を増額したほか、事業計画の変更に伴い流域下水道事業費負担金

を減額し、歳入では一般会計繰入金を増額し、地方債を減額する

ものであります。 

 なお、第２表地方債補正につきましては、事業費の確定見込み

による借入額の限度額を変更するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。 

 事項別明細書１１ページから１５ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 
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 馬場議長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。１７ページか

ら１９ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 次に、第２表地方債補正及び地方債に関する調書についての質

疑を受けます。 

 議案書の７７ページ及び事項別明細書２２ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、第２表地方債補正及び地方債に関する調書につい

ての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６８号について採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  次に、日程第１７、議案第６９号、平成２９年度おいらせ町農

業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）についてを議題とい

たします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（澤口 誠君） 

 議案第６９号についてご説明申し上げます。 

 議案書の７８ページから８０ページ、別冊の事項別明細書の２

３ページから２９ページをごらんください。 

 本案は、既定予算の総額に歳入歳出それぞれ６８万９，０００

円を追加し、予算の総額を１億３，３７９万２，０００円とする
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ものであります。 

 その主な内容につきましては、歳出では、公共ますの更新のた

めの修繕料を増額し、歳入では一般会計繰入金を増額するもので

あります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。 

 事項別明細書２５ページから２６ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。 

 事項別明細書２７ページから２９ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６９号について採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  次に、日程第１８、議案第７０号、平成２９年度おいらせ町介

護保険特別会計補正予算（第３号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 介護福祉課長。 
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当局の説明 介護福祉課長 

（小向仁生君） 

 議案第７０号についてご説明申し上げます。 

 議案書の８１ページから８３ページ、補正予算に関する説明書

の３１ページから４３ページをごらんください。 

 本案は、既定予算の総額から１，６４８万１，０００円を減額

し、予算の総額を２３億６，１３６万３，０００円とするもので

す。 

 その主な内容でありますが、歳出では、制度改正対応のため介

護保険システム改修委託料を増額したほか、保険給付費の支出見

込みにより、居宅介護サービス等給付費及び居宅介護サービス計

画等給付費を減額し、一方歳入では、保険給付費の見込みに合わ

せて国、県、支払基金の介護給付費負担金及び介護給付費繰入金

をそれぞれ減額するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。 

 事項別明細書の３３ページから３９ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。４１ページか

ら４３ページです。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第７０号について採決いたします。 
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 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  次に、日程第１９、議案第７１号、平成２９年度おいらせ町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第７１号についてご説明申し上げます。 

 議案書の８４ページから８６ページをごらんください。 

 本案は、既定予算の総額に３８万９，０００円を追加し、予算

の総額を１億７，２５１万１，０００円とするものであります。 

 歳出につきましては、保険料納入通知書印刷のための印刷製本

費を増額し、歳入につきましては事務費繰入金を増額するもので

あります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出とも全款についての

質疑を行います。 

 事項別明細書４７ページから４８ページです。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、歳入歳出全款についての質疑を終わります。 

 以上で本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第７１号について採決いたします。 
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 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  次に、日程第２０、議案第７２号、平成２９年度おいらせ町病

院事業会計補正予算（第２号）についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（小向博明君） 

 それでは、議案第７２号についてご説明申し上げます。 

 議案書の８７ページから８８ページをごらんください。 

 本案は、収益的収入及び支出の既決予定額に６９４万９，００

０円を追加し、収益予算の総額を９億７，４１６万５，０００円

とするほか、資本的収入の既決予定額に１０万３，０００円を追

加し、資本的収入予算の総額を４，７６４万３，０００円とし、

資本的支出の既決予定額に４８５万２，０００円を追加し、資本

的支出予算の総額を８，１３１万３，０００円とするものです。 

 別冊の事項別明細書の４９ページから５０ページをごらんく

ださい。 

 その主な内容につきましては、収益的支出では、人事院勧告等

による人件費４９１万９，０００円の増額と消耗備品費及び建物

器械等の修繕費を各１００万円増額し、収益的収入では、入院患

者増による入院収益を５９４万９，０００円と、その他医業外収

益の寄附金１００万円を増額するものであります。 

 また、資本的支出では、医療機器購入費４６４万４，０００円

の増額とソフトウエア購入費２０万８，０００円を増額し、資本

的収入では、国庫補助金として労災レセプトシステム導入支援金

１０万３，０００円を追加し、不足額につきましては、当年度分

損益勘定留保資金４７４万９，０００円を充当するものでありま

す。 

 説明は以上であります。 

 

 馬場議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 
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 本案については、議案書と事項別明細書により一括で質疑を行

います。 

 議案書８７ページから８８ページ及び事項別明細書４９ペー

ジから５５ページです。 

 質疑ございませんか。 

 ６番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 ６番、平野です。 

 収入のところの寄附金１００万とありますけれども、もし差し

支えなければ、どういうふうな形で寄附金が入ってきたのか、そ

れをお聞かせいただきたいと思います。 

 医療器械の備品購入費ありますけれども、セントラルモニタ１

台とありますけれども、これはどういうふうなものに対応したの

か。 

 この１点お願いします。 

 

 馬場議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（小向博明君） 

 それではお答えします。 

 寄附金につきましては、１０月２５日に二川目の濤岡さんから

１００万円の寄附をいただいております。病院の病棟の療養環境

の整備をということでいただいております。 

 次のセントラルモニタについてですけれども、こちらは８人の

患者さんの心電図、呼吸、酸素濃度等を関知できる装置となって

おります。老朽化により故障をいたしまして、今購入することに

なっております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（平野敏彦君） 

 今、機械のほうのるる説明、聞き取れなかったんですけれども、

もう一回、ゆっくりと説明していただきたいと思います。 

 それから、１００万の寄附金については療養環境の整備という

ふうなことでありますけれども、どういうふうな形で支出のほう

に持っていくのか。収入は見ているわけですから、このままいっ
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たら今年度は３月まで補正の機会がないわけで、そうすると翌年

度に環境整備をするのか、見通しがわかりませんので、もう一回

お願いします。 

 

 馬場議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（小向博明君） 

 それでは、セントラルモニタについてもう一度説明いたしま

す。 

 患者８人分の心電図、呼吸、それから酸素濃度等の遠隔監視が

できるというモニターとなっております。 

 それから、寄附金については、収入を１００万円を資本的では

なくて、収入のほうで上げておりまして、経費のほうでも今、消

耗備品費のほうで１００万円を増額しております。それで療養環

境ということで、患者さんが座る椅子とか、病室内の除菌消臭、

空気清浄機という部分でこちらで購入を考えて、１００万円の使

途としております。 

 以上になります。 

 

 馬場議長  ほかに質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 ６番議員、スイッチを押してください。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第７２号について採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第２１、発議第２号、道路整備予算の拡充及び道路整備に

係る補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書についてを議

題といたします。 
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 発議第２号については、会議規則第３９条第２項の規定により

説明を省略したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 したがって、発議第２号は説明を省略することに決定しまし

た。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから発議第２号について採決をいたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

 馬場議長  日程第２２、陳情第３号、全国森林環境税の創設に関する意見

書採択に関する陳情についてを議題といたします。 

 平成２９年第３回定例会において産業民生常任委員会に付託

し、閉会中の継続審査の申し出がありましたこの件について、委

員長から審査が終了した旨の報告がありましたので、委員長より

報告を求めます。 

 産業民生常任委員長。 

 

委員長報告 １１番 

（西館芳信君） 

 産業民生常任委員長です。 

 産業民生常任委員会委員長報告をいたします。 

 陳情第３号、「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に

関する陳情については、去る平成２９年第３回定例会において産

業民生常任委員会に付託され、閉会中の継続審査としたところで

あります。 
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 本陳情は、新潟県村上市議会に事務局を置き、同市議会議員の

板垣一徳氏が会長を務める全国森林環境税創設促進議員連盟に

より提出されたもので、陳情の趣旨は、我が国の地球温暖化対策

について、森林吸収源対策の推進が不可欠であり、山村地域の市

町村による対策推進の財源として全国森林環境税を創設するよ

う国に対し意見書を提出することを求めるものです。 

 当委員会では、１０月２６日、委員会室において、委員６名、

説明員として農林水産課長ほか農林水産課職員の出席のもと審

査を行いました。 

 委員会では、自民党税制調査会における議論の流れや、各自治

体における森林環境、水源環境の保全を目的とした超過課税の導

入状況のほか、当町の森林面積は１２．９ヘクタール、森林率１

８％程度となっており、県内でも森林面積、森林率が下位に位置

し、当町における林業従事者数も極めて少ないこと。また、税創

設による市町村配分で、森林台帳システム整備や、伐採後の植樹

助成が当町で考えられる事業であるとの説明を受けました。 

 その後の委員間の協議では、当町の森林面積の大小にかかわら

ず、ひとしく恩恵を受けていることから、森林環境税の創設に理

解を示す意見がありましたが、今後の消費税増税が想定される

中、これ以上の税負担の増加について十分検討してみるべきでは

ないかという意見、また、東北６県の中で唯一、我が青森県だけ

が森林環境、水源環境の保全を目的とした超過課税を実施してい

ないことから、今後の県の動向を確認してからではどうかという

意見もあり、最終的には、いましばらく様子を見るべきという結

論に至り、当委員会といたしましては不採択とすべきものと決定

しました。 

 しかし、委員からは、森林環境に関する情報や税創設に関する

全国の動向把握のためにも、当町が平成２２年度をもって脱退し

た全国森林環境税創設促進連盟には再度加盟すべきものである

との意見があったことを付しまして、以上、産業民生常任委員会

委員長の報告といたします。 

 

 馬場議長  産業民生常任委員長の報告が終わりました。 

 この報告について質疑を受けます。 

 質疑ありませんか。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 馬場議長  なしと認め、討論を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。 

  （休憩 午後 ３時３９分） 

 馬場議長  それでは、休憩を解いて会議を再開します。 

  （再開 午後 ３時４０分） 

 馬場議長  これから陳情第３号について採決をいたします。 

 この陳情に対する委員長の報告は不採択です。 

 陳情第３号を採択とすることに賛成の方は起立をお願いしま

す。 

 （議員席） ＊＊賛成者起立＊＊ 

 馬場議長  起立なしでございます。 

 よって、陳情第３号は不採択とすることに決しました。 

 

日程終了の 

告知 

馬場議長  以上で本定例会の会議に付された事件は全て議了いたしまし

た。 

 ここで、町長から発言したい旨の申し出ありましたので、これ

を許します。 

 演壇でお願いします。 

 町長。 

 

 町長 

（三村正太郎君） 

 平成２９年第４回おいらせ町議会定例会におきまして、議員各

位には師走の大変お忙しいところ、ご多用のところご参集いただ

き、また提案いたしました全ての議案について議決賜り、厚く御

礼申し上げます。 

 議案審議の過程でいただきましたご意見、ご提言を十分に踏ま

え、残る任期を誠心誠意、町政運営に全力で努めてまいりたいと

存じます。 

 さて、今定例会が終わりますと、平成２９年もいよいよ年の瀬

を迎えます。本年最後の議会を終えるに当たり、議員各位には改

めてこの１年間、町政運営に対しましてご理解とご協力を賜りま



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８４－ 

したこと、心から感謝申し上げます。 

 来年１月４日には、恒例の町と商工会の共催による「新年を祝

う会」を開催する予定であります。皆様におかれましてはぜひと

もご参加いただき、ともに新年の門出をお祝いしたく存じます。 

 結びに、来る平成３０年が町民の皆様と議員各位にとりまして

笑顔あふれる輝かしい１年となりますことを心からご祈念申し

上げ、閉会の挨拶といたします。 

 

閉会宣告 馬場議長  これで会議を閉じます。 

 これをもちまして、平成２９年第４回おいらせ町議会定例会を

閉会いたします。 

 大変お疲れさまでございました。 

 

  （閉会時刻 午後 ３時４３分） 

 事務局長 

（中野重男君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 
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